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TRADE 門A R K

地下鉄道、高架鉄道の如き激し

い震動箇所でも弊社製晶は完霊

の防水効果を発揮して居ります

型録 ・見 本 ・仕織書

御報呈上

。
独 特 の 点 灯 方 式 /

目立スーパーラピ ッ ド蛍光灯は… ...

・グローランプがいりません。 .

・多数灯を約 l 秒で一斉に点灯する乙とが出来 I  u  

ます。 I ， 
・低電圧でも点灯します。 . ｾ＠

- 取付配線は極めて簡単でアース線を取る必要

がありません0

・導電板が不要です。

・ラジオ雑音がほとんどありませんつ

. 高力率型です。

自 主 主 家 庭 電 器 掠 費 株 式 曾 結 目 丘 製 倍 舟

s; ' " 7:  J.， : - 貢献

の舗強本法ヰ ＱＱＳＰ 左手の絞ｽｾ誇 Ｕ

E  却で，グ

ドッグ印 ア ス フ ァノレトノレ ー フ{ ング

ア ス フ ァ ノ レ ト ブ エ ノレト

砂十1・ j レ ー ブ ィ ン グ

メノレタイトノレ ー ブ ィ シ グ

キ ン マ レ ア タ イ ト ( 高級i歴青金麻布)

へツ乙/ ヤンファブリツク (i 歴 青 黄 麻 布 )

コ ッ ト ン フ ァプ リ ツ ク ( 漉 青 綿 布 )

白 麻 ブ ァ ブ リ ツ ク ( 涯 育 苧l麻布)

グ オ ン タ イ ト( 伸縮目地板)

ω  叫工業規格表示許可工場

株 主 事I i t  式 会 紅 耳二 111 持軍

大阪市西成区橋通 9丁目 24番 地 電 話 天 下 茶 屋@88sl ・8862番



設計お抑制見lーはく

レールの長サ

1  2 尺

9 尺

6 尺

用 途

ガレヂ絡納彦

信庫間仕切等

ゑ京 馨jE 三 谷 製 作 所

文化的手法 ;iElJ- 先づ一

リノリf ム

リノタイル

の使用から 一… "

女御用命は下記代理庖へ

お 願 い し ま す

株 式 会 社 石 倉 商 庖

小 野 藤 金 物 株 式 会 社

合 資 会 社 和 田 末 商 庖

月 虎 金 属 株 式 会 社

株式会社中村多喜弥商庖

松 本 金 物 株 式 会 社

株 式 会 社 丸 喜 商 庖

深 見 金 物 株 式 会 社

湯 浅 金 物 株 式 会 社

清 水 金 物 株 式 会 枇

株式 会 社 日 垣 本 社

株 式 会 社 平 尾 商 庖

ｾｉ ・

本 社 工 場 伊 丹 市 伊 丹 五 百 八 包 伊 丹 ( 代) 3531

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 曾 社 東 京 支 庖 中央 区 銀 附 ・三和ピノレ電京 橋 1701

大阪事務所東区瓦町二 ・三布lヒソレ氾北浜375・376



Yodowal  球 部 化 粧 板

特徴

用塗

波 ・ 平 ・ 厚 ・ 黒 板

- 軽くて美しし〉

. 耐火 ・耐水で永久仕上

. 汚れはすぐ取れ衛生的

. 施工迅速で経済的

・平板 は建築物の外装 ・間仕切 ・天井壁

庇下及家具 ・船舶 ・車輔 lζ

・波板は工場 ・倉庫 ・プラ ッ トホーム等

の屋根 ・壁 lζ

三争観淀川製鋼所

本 社 大 阪 市 東 区 博 労 町 4 の30 電話⑧0351

東京支社 東京都中央区西八丁堀3の8 電話⑧1171

・厚板はサンドイァチ パネノレ等としてピ

ノレ等の外装仕上材に

- 黒板は学校 ・事務所・官公庁・家庭用l乙

( : tJ 5' ログ御希望の J j は :t 名 卸 記入。上倒申込下占い}

輪

釘を使わない 化粧と実用を兼ねた

特殊強力接着剤

木 枠 は勿論直接モルタ J レ面 に

吸 音 板 岩 綿 板 硝 子 繊 維 板 が

現場で簡単に貼れる
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藤 森 工 業 株 式 会 社

本 ネt

大阪営業所

東京都中央区日本橋通 1 - 5  ( 中内ピノレ)

専 用 電 話 東 京 (28) 6 2 7 1  - 2 務

大 阪 市 西 区 十. 佐 期 通 1 了 間 l 務 地

大 同 ピ ノレ 7 0 9 号 室

電話 ニト，佐郷 (44) 0 2 2 5 ・7 5 6 9 (j l主通)

3  1  3  1  ( ピノレ 交 換)

Il c，僻 )

③ 

台強遅浩 i z fノ

家が倒れるまで被害に気づかない，おそ

ろしい白蛾に対して，アントックスは絶

大な偉力を示します。アントックスはベ

ンタクロロフ ェノーノレ ，多 寝 イヒベンゼ

:/ .  7 ， B HC な ど を 主 成 分 と し 防 腐 ・

忌避剤を配合し たものであります。

無色の油剤で，使用法も簡単，効果は長

時間持続し ，変質 もなく ，防蛾，殺蛾，

防腐などの作用を強力に兼備しておりま

す。価格も低自在です。

大 阪 化 成 株 式 会 社

本社・大阪市南区心斎橋北詰 電 ( 25) 631- 635 

支社・東京都中央区西八丁堀1の3

電( 55) 2300 ・5055



ζ 泥喜志民Kゐ

(金具マーク )

弊 社 は 本 社 ・茅 ケ 崎 の 各 衛 陶 工 場

及び金具工場共{ 乙 J 1  S の指 定 を 受 け

た|唯一の 衛生器具総合メーカー です

( 衛陶マーク )

品質竹 .P[! の俊秀な

東洋陶搭製品をセ ッ トで御使用下さい

新 製 品

S - 170 

スミ [-j ロータ ンク

茅ケ崎工場

神奈川県茅ケ崎市

T E  L  2 10 5 - 8  

岡昌株式奮東洋
本 社

小tlrli 篠崎町 458

T E L ⑤ 2481 - 5  

、J

+  

ナ

イ

ロ

ン
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出

来

た

新

し

い

力

l

ベ

ツ

K

E

ノ

鍛通・繊麗

東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社

発売元 亀 井 株 式 会 社

大阪市東区南久宝寺町心斎栂筋 T EL (25) l 353 

東洋レーヨンの

+ イロ〉

⑦ 

東洋レーヨンのナイロン 綴

通・ 紙麗は 100 96スパンナ

イロン糸を使用したもので

ＪｾＡ￬￭ 力性に富んでいます

* 驚く 程摩僚に強い

カ吸腫性が非常に少な い

食虫の害を全く 受 けません



会 告

午 餐 会

2 月 13 日 午 餐
ふ

一

品 開 催 通 知

かねて中央アメリカのすノレパドノレ lζ ，工場建設のため山向されておら

れました会員呉羽紡絞株式会社の元木貞次氏が，との度帰朝致されまし

た。歓迎を兼ねて下記の通り午餐会を催します。多数の方の御出席をお

願い申し上げます。

、，

記

1 日 時 2月13日 111時半一一 1時半

1場 所 大阪建設会館 6階 ( 市電天神橋停留場下車橋際)

1会 費 350円

1 お話と映画 元 木 貞 次 氏

( 天然色〕メキシコとサ) [ ，パド) [ ，に於ける建築に関するもの

1 お 申 込 2 月12 日迄lζ 会貨を添えて本会事務局迄御申込み下さ

い。 電話 (23) 9648 ・9649 ・9640

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会
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会 告 1

優 良 証 明 発 行

と 催

デユーク 氏議演会

14 日 午 後 3 時

ピニロー ゼ， ヒニロー ゼ葬410 優良証明発行

明和31年 9 I] 24日提出された大日本塗料株式会社製品 ピニロ ーゼおよ

びピニロ ーゼ韓410は，分科委員会において調査検討された報告に基いて

委口会で審査の結果，下記の特徴により ，向う 1 カ年間有効の証明を

IIn和32年 1月19n 発行した。 日本建築協会建材審査委員会

言己

品 名 ピニロ ーゼ

会 社 名 大日本塗料株式会社製品

特 徴 1 乾燥が早く塗肢が堅い。

2. 耐アノレカリ性であるからモ ルタノレまた はプラス ター面

にも塗装ができる。

3 塗り下地の絶対乾燥を必ずしも必要と しない。

4. 塗装被膜が耐薬品性，耐湿性，耐油性』ζ 優れている。

以 上

品 名 ピニロ ーゼ韓410

会 社 名 大日本塗料株式会社製品

特 徴 1 耐アノレカリ性が脆いので生壁にも塗れる。

2. 水で有者釈するので取扱いが簡便であ る。

3. 殆ど無臭であるから風通 しの悪い処でも塗装が で き

る。

4 塗艇の汚れは石鹸水で洗 うととができる 。 以 上。

審査微評 近次各社の塗料は著しく進歩 しておるが，他品と の比較対

照を厳絡に行う事は多くの日子を要し，且つは困難な状態にも あるので

主として聞社工場の製造工程と試験室を検分し，尚米国製塗料とピニ ロ

ーゼの曝露試験や名滋デ ー ターを検討 し た結果 ， 綜合ｾ見をま と め 上掲

の特徴により俊j込と認めた。

防火t/I二も或程度認められるが，乙れは防火塗料と誤認される倶れがあ

り取り上げぬ耶とした。また ，色中f ! ，無臭，ｉｙｈｩｾ などとの程度は 他 社 製

品も進歩しているから ，特lζ 取り上げぬ事とした。更に耐候性について

も聞社は宣伝しているが，ペンキは数年後塗り替えする場合が多 く，ま

た実際は数年間に立り実験する必要があるから ，今回は二年以上経過 し

たものを対象とした。 ( 委員記)

デ ユ ー ク 氏 講 演 会 開 催

下記のとおり ，アメ Y カ ・カリフォノレニヤ大学教授 C . M. デユーク氏

を伺いて，アメリカの建設工事計画と管理について講演会を聞きます。

ふるって御聴識をお願いします。

と き

と こ ろ

穆 師

記

1Ii'{羽]3'2年 2 月14 n ( 木〕午後 311寺開会

大阪総設会館 6 階大阪市東区京橋 3 丁 目70

アメリカ ・カリフォノレニヤ大学教授

c.  M. デ ユ ー ク 氏

演 題 「アメリカ における建設工事の

工事計画と管理について」

共 催 日 本 建 築 学 会 近 畿 支 部

大 阪 建 設 業 協 会

白 木 建 築 協 会



会 館 を 御 利 用 下 さ い グ

会館は，御承知のよ うに大阪市内の交通至便の中心地lζ 位置 していま

す。集会lζ 会議室，集会室を。お待合せ，懇談に談話ー室を。お気軽に粁j

々御利用下さるようお願い申します。

使 用 料

，主ｾ 主， 

5J IJ  I  収容人員 | ト| 一午一一使前一 |  午用後 |  料一夜一一間一一

50、0ー，一1、f 0|0『0』 J80¥0，1ー-、5|J0-0ー1J 200 4 階 集 会 室 60人

卓子使用25人 1. 00 

3 階 会 議 室 15人 40¥0J ー8〉001ーーJ 60¥0J 1-.v2F0『0』 J900  

地 階 談 話 室 15人 800 

- 午前は正午迄，午後は 511寺迄，夜間は 9 11寺迄 とする。

・4 向者集会室には略本の設備がありますから ，ス ライ ドの|決写

もできま す。

・なお集会でない昼間の談話室の御利用は無料であります。

近館建築会館 御製品御寄贈 (追加分)

集会室用 ヨドク 才J レ黒 板

株 式 会 社 淀 川 製 鋼 所

株 式 会 社 下 回 商 会

本 誌 へ の 投 稿 歓 迎

「建築と社会」誌もいよいよ今春より第38集を迎える ζ とになりまし

た。及ばずながら ，今日まで微力をつくしてまいりましたが，なお，会

員諸兄のキタンの ない御意見，街l要望に沿って ，より充実させていきた

く存じております。毎号，一応，特集形式をとります関係上，すべての

会員の方々に満足いただけるような原稿依願ができえない乙ともありま

すので，乙の際 ，広く会員諸兄の御投稿をお願いし ，できるだけ掲載 さ

せていただきたく存じま す。

内容は ， i 紫煙室」向きのような[ 随筆J ( 1，000字または2，000字)

でも結構です。

また ， i建築の恨」のような短い感想文 (400字) でも結構です。

さらに ，まとまった論文でも結構です( 非常に長い場合は ，短縮をお

願いするζ ともあ ります) 。

作品の場合は，写真，プラン( 聡イシキシグ) ，概要，設計者 ・施工者

のととば (400字) をつ けて下さい。

投稿 ｪ 明 日 は 自由で す 。 Ｑｾｩ ｬ 止号および訓付については編集委員会に御一

任をお願いします。

以上，ふるって御投稿下さいますようお願い申しあげます。

社団法人 日本主主. 築協会編集委員会

2  

会 告 2

会 館 の 御 利 用 を

投 稿 歓 迎

?  

可戸



梅 田 コ マ ・ ス タ ジ ア ム

ザ

設 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

3  



徳 田 コ マ ス タ ジ ア ム

正 面 に テ ラ カ ッ タ 2 丁 掛 タ イ ル 使 用

車 道 壁 に テ ラ カ ッ タ 小 口 卒 使 用

軒 下 に レ イ ン ボ ー モ ザ イ ク 使 用

日 本 陶 管 株 式
4

2

 

ネ土

4  



2 階 床 の 一 部

梅 田 コ マ ・ ス タ ジ ア ム

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

劇 場 内 部

5  



東 京 芝 浦 電 気 株 式 会 社 東 芝 商 事 株 式 会 社

中 毎 回 コ マ ・ ス タ ジ ア ム

舞 台 装 置
一 精 輸 送 機 株 式 会 社

6  



冷 暖 房 機 械 室 の 内 卿 筒 廻 り

高 砂 熱 学 工 業 株 式 会 社

梅 田 コ マ ・ ス タ ジ ア ム

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

衛 生 設 備



梅 回

咽弓b

コ マ ス タ

木 塗

..  
; . / 

守ｾで

ア ム

装 庖

正而階段上の円杭ならびにｾｾ而 ｹ ・ ラ コ ート仕上

..:.----

ｾ＠

株式会社 矢 橋 大 理 石 商 庖

正而入口の大理石造りの円柱



一 一

二 ｾ

一一一一一=ァ-=--

建 築 漫 画 J ¥ 

ｾｉ ｾ＠

ワ イ か り の 現 場 指 揮

佐 々 木 正 雄

ーーーー・=- - - - -

ｾーー｟｟ＢＮ｟｟

SKETCH BOOK 

9  



梅田コマ・スタジアム内部 合成ゴム塗料スプレ ッドサテン使用

梅 田 コ マ ・ ス タ ジ ア ム

2階 喫 茶 室 内 部

A  

! 日 向 日 ι|

10 



構 造 上 の 諸 問 題

建 築 と 社 会

第 3 8 集 ・ 第 2 号

売 価 1 部 J 3 0 円 ・ 送 料 共

昭 和 3 2 年 2 月 2 0 日 印 刷

昭 和 3 2 年 2 月 2 5 日 発 行

発 行 所 社 団 法 人 日本建築協会

大 阪 市 来 区 北 浜 3 丁目 37

m結 北 浜 ③3648・9649・9640帯

振 替 口 践 大 阪 3 9 9 7 5 番

発 行 人 仲 間 誠 一

編 集 人 総 井 IWl 光

印 刷 所 縁 式 会 社 研 文 社
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梅 田 コ マ ・ ス タ ジ ア ム を 設 計 し て

コマスタジ アムiI! 設の揺が具体化したのは一的年の互の司I であった。

国鉄高架線と北野劇場の I聞に有る扇型約 7S0 即の敷地がそれ 1<: 当てられ

fょ。

円型舞台 と Ａ 日心円の座席の線の展開 ， 図書 自 の土 地， ζ れｾの 関辿 から円

型舞台を 1:1:1J むにした求心的なプラノニングの滋磁がIU来上った。

アプローテは. 1 : . の円型舞台旦雪国の周聞を ヒナロテ イにして . ; Q! 地 と共 IL

解決す る。また悶錐伝劇場法規の階段は直上階段が到淫する限度の三米飯

1<: 由j 付けた床断面1<: より絞る条件の好い所Iζ 配! なして一先ず巾二階迄上け'

それから改めて劇場主階へ導 〈方針は終始変らとEかった。

円型アプローチがＡ品米 上 って来ると ， 全 く玉 ｦ ｾ 世ＧＮＮ スペ ー スであったが ，

鼠恨の下の 乙の広場は何か童話的な幻釦を略上げ' る 。小林先生色 乙れ は奇

想天外Tごと嘗んで採上げられたi j J l<: もよるのである.

その後阪急木社企画当証を中心IL私共を含めたiI! 股蚕貝会が構成 され，乙

の初めての試 みに対し て ，建 築 Ｎｭ 気 ， 音響 ＮｉｩｩＡ 出 ， 級品 ｉｾ 股備 Ｑ＼Ｚ 対 する綜

合的な検討が進められ，幾度かはその結論をmず府を立つ司I もあったが，

そ の工耶の進行 と ｊｕ ｺＺｦＮｾ点は徐々に絞 られていったようである 。 そして大

小二つの車l泌を付嗣 させる。乙のコマスタ ジアム IL は，その円型舞台によ

る新しいIli! はi とトフド A Oの上映裟訟を新ねた 2.0∞ 余附の特色ある周到

劇場 となった。

円型舞台 ζ の舞台は，三つの同心円の廻 り舞台からなり ，それが各々

自由な回転方向 と速度を持ち，また各単位K 上下 IOi l 隣するヰJ. しか も六

個の方型の泊り が，中外の舞台tζ 三 コづっ配位されている. そして乙の多

変性の横能を段色早< . 肢 も安全にm動 IL より転換せねばなら向。

l
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j

 、
l

 

'

 

正

音響Y. i ln 容積13. 000立方米におよぶ乙の劇場1<: 於いて，苛惜の均一分

布に ついては，低気的な補助を必; ; Q とする事は論をまたない。今度の企画

は その 泌出を ｬ 註 も効 ｭＨｲｾ に するために 伴 炎音楽はじめ効且 ＳＱＷ は，全 て予め

テープ 1<: 録音 され，それを向性能の場内スピ ーカー 1<: よって再現させ る。

また出 泌者は， ワ イア レスマ イ タを 利 用 して段も自然な要 ￴ ｦ ｦ 法 で ｈｾ ｻｬ ｐ トラ

ン ジ ス ゐー 小 型発 ｦｊ ｾ Ｑｌ よ ｐ 発 せられた ｭ 波 を舞台 ＱＱＱＱ の アンテブ Ｑ ＼Ｚ より受

信用幅され ， 場 内均 等 Ｑ ＼Ｚ およぶｩＧｈ ｩｴ 音質を 伴爽 ，効果 Ｗｔ と ｊｾｉｌ 1'1  [11 ＱｃＺｶＮｾ狼

が出来る のである。

舞台照明 在来の棺1桜舞台と挺り ，照明設備は全て客席 IL11il HI しており

しかも背蹟，装111等 6簡単 と' . . り ，用幕はその効果 とIii! I:l I の災化，舞台転

換の役 をmすわけで，乙の処での照明技術は，そ の位Irt と光力のWrl' . 分

散. 明暗，色淵のai! 溶と移動変供とそれらの調盤絞unILW' :I.'されたわけで

ある 。

さらに天井から降下する 15コのゴンドラ を合 む回定及可動反響仮. 客席

上部の四組の ロープウェ イ等が加えられ，その演出への効果はi i ! i i 則的は も

のと伝った。 舞台脇のスペー Jえの関係からも乙の円盤舛台の特性を生かす

ため に もその舞台転換は 乙の円謹J舞台と京落の述絡床のIIUIL安全迅速に行

われねばならなL、。地階楽肢より l士HiU者の昇降 Iζ は， W JIl 附段の外1<: 1時間

を知絡するために専用リ ス トを殻回している 。

関掛既IC数週間を経た今日 b未だその建設委員会は解脱されぬ他残され

数度の打合せは守 さらにその繍例砲事臣の改良 IL付いて，音響調自在に付いて

電気' k lnl<: 付い て，それ等: : J <際1<: 使用したレポート ICよって検討さ れ改善

されていく. 乙れ等は皆バイ オニアのムが知 る沃の遺伝のである 。

コ マ 劇 場 正 面 玄 関
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断 面 図

I  大劇場客席

2 舞 fi

3  "モ 7ii

4  11¥ 辺

5 歩 道

6 切 符 売 場

7 広 li¥1

8 喫 茶 室

9  ｾ Ｂ＠ 2階広 li¥1

10 2 階 広 1;11

I I  パ J レコニ ー

13 D 附 段

13 廊 下

14 映 写 宅

15 廊 下

コ マ 劇 場 前 面

16 ミキ サ ー宅

17 奈務廻廊下

18 楽 8

19 綴 隊 司i

29 廊 下

21 地 下 劇 助

22 ドラ f エリア



O! 築 主 株式会 11 傍 81 コマ ・スノr ジ ア ム

ru ｾ＠ lir (I 地 大 阪 市 北 区 f(J 1I1 1111 19 I存地

工 即l 自 昭 和 31 年 1 月 5 11  

ｾ＠ 問円和 31 年 10 月 31 "  

設 計 株式会制 竹 中 工 務 何 故 ;lr tffi 

ｾ Ｚｩ＠ 班 点阪神急行m鉄株式会 キl 企 [l hi 主

施 工 株 式 会 事i 竹 11' 工務J . l i

J:LI Ｇ￬［ ｾ 工 ｩｪｬ

空気調盤工弔 問 砂 熱 学 工 業 株 式 会 社

Hl )<¥ 工 TJJ 阪 急 低 気 株 式 会 キi

舞台袈IU工 'IJ 梢 輸 送 綴 株 式 会 村

正II 物 概 要 政地面倒 Ｗ Ｙ Ｐ Ｎ ＲＱ Ｘ ｪ［ ｾ＠

ru策面積 631. 038坪

延 面 倒 2.e6L 594坪

地下 1 1着 地上 5 断

t:i d  28 .200米 深 さ 7 .900米

(/正磁下端i与)

HIl 造 鉄骨鉄筋 コンクリー 1

ｊ ｉｾ＠ ｾ 宇綜席数 ゴール ド劇場 ( 地下) Ｔ Ｓ Ｘｪ ｜ ｾ＠

' - "J レバー劇場 ( 1 階 ) ＱＱ Ｗ ｪ ｇｾ＠

コマ劇場 平土問 (2断) 1，037山

H ギ守ラリ ー( 3 ・4階) ! .007府

合 計 2，0.14.'(， 

合 計 2，599附

写 真 : コ マ 劇 場 客 席



大 阪 梅 田 コ マ ・ ス タ ジ ア ム 工 事 を 終 了 し て 武 田 健 一

木工事を細工す るに当 りて，住怠すベ 主点 として ，当初に考慮された 可I

項 は

1. 敷地北側 K rl J 6 米を隔てて，国鉄減点線高架線がゐり ，そのま礎底は本

工事恨伐深 より 浅い事でみる 。木工事恨伐作業に よって， 些少の沈下 自

高架線 K は生 じないよ うに ，上倒および綬伐YI '.l!を せねばならない。

2. コマ劇場容附昆jj i ! 1:t. . 張I:U33米， ill 五¥1松14屯の鉄骨 トラ. A 6 伎はて，

架mされている が， ζ れを短則I:nlc ＶＰＰ 屯の鉄骨 全体 と ｊｾｋ 事 故 な く 迎

方せねばならなL、。

3.舞台装位 (苛響，照明，舞台録作，釣筒， ロープウェイ等) の設計図が

未決定のままで各陣作業は進行せねば な らないが，その設討を可及的早

〈決定し， ζ の作業を建築工司I工程の内IC充分折込 まねばならない，

等の諸点であり ました。

第 1mについて は， ウエルポ t ン ト工法および鉄矢仮!取起 し，同斜支柱

材料として鉄筋 コY ヲリ ー トを係JHする¥f l 1L依って一応解決し ました。即

ち摂伐方liU.IMiYi lCl匂って，地下水の流入するIJ l K 依って生ず る槙 伐 地 豊富

の軟弱化 と，敷地外の土の流入を防ぎ，殆んど乾燥土の状態にて厳伐作業

をな すと ｊ ｕ ｃ ， 土圧 に よる 土 世 Ｑｍ の ＱＳＺ 縦波 ｪ Ｑｩ ｾ も心 配 な く 施 工 ｬＭ ｕ 米ま し

f二。

第 2 項 ILつい ては， 高 140 )" 能力 7 屯のガ f デ レ Y キと高 120 尺のジ

J ホールを併mす るI) J K 依って解決致 しまし た。

第 3羽IC付いては，舞台天井 を可動式にする TJl ，釣慌 12ケ壱設備する 'JI

ロ ー フ ウエ ｦ を 投 Ａ 位 す る ｭ ， 昇降 機 を 延 長 す る τ ｲｲ ｾ が 決定さ れ ｦニ の は Ｙ 月

初旬で，その設計脳工図が，完了したのは 9 FJ 下旬であ りま した。これ等

の諸釣物の機械装催を取付 けのための鉄骨補強作業，ブドウ 闘の設計変更

嫡強作業およ び訴機械装置を舞台上また は天井裂に瓶入取付作業等は建築

仕上工事の工程 と前後嗣反す るよう にな り，その他工順序を定めるため辿

1打合せ会を しまし た。特 ICコマ舞台装慣が遅れたため，可動天井工事は

一切を釣足場で胞工 しま した。

以上の外にも 一つの作業WK工夫を婆す る点が多 あ々り まし たが，御.i]<

知の突此工事でみつにので，Iニfご胞工工程 K 追われて，充分な工夫が11:¥来

なかった市を残念に思っています。



地

ト - - _ ¥ 
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地 下 ゴ ー ル ド 劇 場 ロ ビ ー

l  ゴールド劇場

2 舞 台

3 広 |泊

4 予 備 室

5 奈 w .

6 楽 屋

7 事 務 室

8 俗 ;if

9  舞台刷機械室

10 廊 下

11  エレベ一世 一機械室

12  r，) ! j Ul J川機 械議

Ｑｾ 水柵

14 機 械 室

15  m 機 室

16 併 m池 室

17 宿 直 筆

18 従 業 員 室

19 事 務 室

20 ホ ン 7 ｾ＠

21  ドライエ リア

22 打 Jill



地 下 ゴ ー ル ド 劇 場

1  111 道

2 歩 道

3 切 符 売 場

4 広 1m

5 廊 下

6 司J 16 室

7  コマスタ 3 アム 本 社

8 映 写 室

9 放 流 骨 評 議

10 技 師 議

11 7 イ J レム:Q1iI 1

12 ld /iTt 

13 奈 落 内 部

14 切 符 売 場

15 広 rru

16 シルバー劇場

17 映 写 宅



梅 田 コ マ ス タ ジ ア ム 訟 備 概 要

場 内 概 要

地 階 ゴールド劇湯，事 i'll 室. 01i 11. m償室，機械室，楽屋，浴室

( i l ! 所，階段箪，奈滋

階 11¥近. 人道，広間， コマ ・スタジアム本社，事務室， 切符:i 'C

場 ， ゴ - )レド劇場映写室， シルパー劇場. (1出所，念日! . 階段

室 . 奈古事

中 2 階 喫茶室，厨房，広間，使ifr. :Ql l!. 階段釜，芸員落，パルコニー

2  階 コマ劇場舞台. 平土間容府，験管室， エコールーム ，広岡，

階段室， バルコニ ー

3  階 コマ劇場ギャラリ ー寄席，投光進，広1/lI. ＨｩｬＡ所 Ｎ 倉 ｾｕＮ 階段室

4  階 コマ劇場ギ ャラリ ー客席，投光室，映写室，階段室

5  階 繍傾室，予備室，投光室. l r ! 流邸当証，技師2長般送: i ; . Ｇｬｊｾ室 了

届 上 エヤーワ 'J ｾ ノ ヤ一室

コマ劇場舞台設備

A  外m口径 12.2∞米 中食l直径 7. 200米

心1.1n白筏 3. 0CO米

三mの界隣可能廻り鍔台( 製惣の笈化18邸矧)

: i ! ! 1C中古主放ひ' 心1. l ; 1C計 6 側のせり上り舞台を持つ

B  円型舞台より両副lへ花道 2 本

C  天井より舞台面まで降下する吊徳 15台

D  容府間側噌[ 市を結ぷロープウェイ 4fi

，
街

角

副

魁

'

中 2 階

l 広 間

2  バ ル コ ニ -

3 興 茶 宅

7 廊4 厨 TJJ

5 奈 iii 内 部

6  111道上吹fU

下

E  舞台周 エレベ ー ター ( 1基) 停止箇所 4カ所

F  円型舞台上部の球型銅製天井 (反射仮: l If用約29.00坪) l<l. fIi 動1<:

より昇降す る ( 映闘 とuil 劇11:. より使い分ける)

G  マグノ カ ラー付投光機 285台

H  フットライト 320灯

コ7 劇場音特設備

A  立体音響1目大口径スヒ ーカー

天井 4側 側壁 E倒 後'.¥1: 4倒 床 5倒 ステ ーヂ 3倒

スクリーン後郊 5倒 低音用スピ ーカー 1倒 両首H l 2側

合計 32倒のスヒ ーカーを設備す る

B  ラヨオマイク ( 無線中継による ヲ f ヤーレスマイ世)

4チャンネ J レ

C  ハモ J ドオルガ J 及数台の テーフレコ ーダ一連動に よる立体討の

発生袋

D  エコ ールーム K よる残響附却1主i llJ.

コ マ ｬｾｉｊ 場ｼ決 写設 ｶｩｩｩ

A  P HI Ll PS製 T ODO. A. O.  2台 (70弘フ ィルム fll! Jlj)

映写距般 150.00尺

B  スヲリー J は|尚口60尺， 高き 30尺，曲率の大きい放物線製態をし

ている (ffi 1il 約7屯 曲率 を変えて釣上げる )

C  他 ICIIIJ 口50尺のシネマス コー プス Y リーンを設置する

。宮

l 存 郎

2  姐 り舞台

3 セリ /11し

4  下道只l l J . 場

5 監 軒 当

6  エコ ー ・ルーム

7 広 1/lI

8 吹 抜

9  バルコニー



コマ劇場設備概要

A  冷綾房換気設備

ターボ冷凍機 350冷凍屯 500fP 1台

セク V ヨナルボイラー 509ストーヵ- 2fP 2街

ＷＷ ン 器 ＹＭ 骨 ｈ ｾ n十 15台 69.5fP

ポン プ 4台 107. 5fP 

7 - リングタワ ー 350 R T)[j 11∞ga1/ mi n  

ファン 18台 36fP 

ヱアヲツジャ ー 2越 フィルタ ーマルチパネル

B  低気設備

受氾 3300V 変圧偲m灯m75K V A x 2

一般動力周 5 0 K V A x 3 舞台l照明j円 10 0 K V A x 3

冷波房動力 7 5 K V A x 3 予備灯J1l 2 0 K V A x l  

低 灯 後 光 灯 537灯 臼 鮒J 1185灯 ヰオ ンサイン 6 0 K W

動力 低圧約 300fP 高圧 500fP m池 350AH

C  給水排設備

揚水ポンプ ＷＥ ｦｐ ｸ ｬ 台 排水 ｾＯプ Ｓ 台 ＱＲ ｦｐ 高

架水槽 1 0 T ON

D  給拐殺備

巴B ー 15号 1基 ポ J プ始fPx l 台

E  消火栓設備

ポンプ15fPx l 台 消火栓1%11，]" ＱＹ ケ Ｒｾｾ 吋 ＱＳ ケ

スプ リンクラ ー 139ヶ

F  避沼針設備 厨開設備 その他
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月

二 月というｽｾは ， 三 日足らないだけで ， 何んとなく半

端な感じだ。半端といえば，私なんかも「綴りにするに

は若過ぎる ，浮気をするには古過ぎる 」といわれて ，成

程な ぁと感心した事がある 。服地の端切れは安く て11寺に

便利なものですよと弁解しても ，どうも一寸 ミ ミ ッチ

ィ。年令だけの半端 なら ，毎年確実に歳だけはとる自信

があるからよいが，丹前と縁の切れないF ' I分や，新年: 長

会で 「日本髪 もよいじ ゃないか」という同輩の顔を見て

いて，我々の身κ ついたハムレ ット乃至治兵衛振りは全

く至れり尽くせりだと感じた。その点，そろそろ巣立ち

始める若い人々の内には ，太陽族とは遊ったさ っぱりし

た色柄，果ては寸法迄，今迄の定尺物でないのが現われ

出した。新教育の効果はも少し時日が必要だが，そのハ

ν 日とでもいうべきか。モグ ューノレを作るのは我々のク

セだが，う っかり自 家製を当 l荻めようものならひどく不

経済にな るし ，うまく仕立てれば，ハ ギレとは段違いの

立派なものκ なりそうだ。モデ ューノレ必ずしも良い建築

を保証し ないのも ，人生の面白さと閉じだが，生地の悪

さを云々するより仕立方や使い方を考える必要がふえて

来た。 乙の新しい生地でうまく仕立てられる人にと って

は，建築を作るのなんかは数等容易い事かも知れない。

ζ んな極り切 った年寄臭い取越苦労をするのも ，どうし

ても首を切 ったり ，見限 ったり出来ない立場にあ るから

だという事よりも ，二月の冷い風のせいに違いない。

(TK)  

建

築

の

眼

花 と 洗 面 器

白い洗面器の片隅 』ζ コ ップに差 した花が飾つである 。

乙の一隅を美しくしよ うという 気持は愛らしい。けれど

も白い陶器の肌には汚い手を洗った跡の石l織の汁が点々担

当

五

十

と黒い。

これは西洋では見ら れない日本独得な光来なのではあ

るまいか。西洋人は乙んな ところに花を飾ったりする代

りに ，洗面器をピカ ピカに磨き，いつもとれを清潔 に保

つであろう 。乙れが西洋，合理主義の粘制lであろう 。

西洋の「物」を移し入れる時，その背後にある 西洋人

の 「生活や恩位、」をも同時に移し入れなければ片手落ち

であろう 。 もし西洋人そのままの習t l ' t や考え方では困る

という乙となら，それを修整しそれに合せて「物」の方

も修獲しなければなるまい。

それにしても ，あの吸いの水をl吐き出すために小さい

丸い凹みのつけてある ，あの日本的な汽車の洗而器。あ

れはなぜ詫しいのであろうか。

音

l頓

足

立

孝

岡

橋

作

太

郎

(SK)  

騒
ヨ包

日

郎会の駁音は 70db- 80db はあるといわれているが，

この騒音の 中には，いたたまれないものもあるが，大き

なク ェーブlζ 乗 った騒音は快良いものである 。都会人の

活動力には絶体に必要なリズムであると思われる 。深考 深

する 学究の11寺は別として我々の事務処Pdl 時の問題である 尾

が，部会らしい都会の車IJ紋は乙の騒音に依り符られるの 実

であ って，静寂の場所では活動力のスピードは務ちる 。 .fl s

また騒音lζ は特色があ って大阪 と東京ではr - I ら異 なり ，

大阪人は大阪の騒音を愛 し，他の土地では馴染め ないよ 陶

うである 。即ち鉱閉気のー要素である 。その発生は交通 浪

機関，機械，自然現象( 同じ風速 の風でも地方と 季節κ 貞

依り 音が奥 ると思う) et c であろうが，音波も ，それ等 彦

と合 して騒音にな ってい く。先日テレ ビで不可視音を集

束して発火さ せていたが，音はエヰ、 ノレギーであり人間の

生翌ｊｬ上 ｬζ 与える彩終の不可思議についてはｾえさせる問

題であろう 。 (S目)

佐

野

正

職 人

1lJ:j方 I乙パラパラ小雨でもふると ，とたんに職人の 出は

悪くなる 。施主のデリデリした気持 ICはお椛まいなく 仕

事は延期される 。現場lζ 雨除けの設{ii! jがあ ってもたいし

て変 らない。雨除け設備とい うものは雨天でも仕事をつ

づけるための設備ではなくて，でき上 ってゆく建物の養

生のためだというりくつである 。

日本の職人は世界的lζ 見て程度は高いそうであるが，

いわゆる職人根性というか職人気質の方も相当なのでは

ないかと思 った。との気質 というやっ，いい方に発揮さ

れるとすばらしい名人芸 として作品にの乙るわけだが，

どうもみたと乙ろいい加減なデタラメ仕事も 気質の要素

のなかにかなりあるようである 。

雨のたんびlζ 条件反射的に仕事を休むなんてのはひど

く幼祁で前近代くさくていただけないのである 。

建

築

の

(Sy )  

眼



Eコ

A.  文芸イ千秋の新年弓に太陽族建築云々 という比出しで

ガラス張りの建築が相当批判されていましたが…・-

B.  rガラス張りの建築は単なる流行に過ぎないoJ と凶

単に片付けている人もある ようですが，そうとばかり

はいえな いんぢゃないか と思う。かりに，単なる流行

に過ぎな いとしても，あのようにさかんに総てられる

のには，何年Fかの桜拠がある と思う。

C.  それは女性の服装のデず インの流行 とは，わけが巡

うという意味ですか ?

お請を茶化して 恐縮なのですが，私はガラス張りの

主ｾ物を凡て いると，下の 透き通って比えるナイ ロシ の

JJ I j ! を活た女性と， 心理的に似たととろがあるような気

がしますが。

B.  ガラス張りの建築が流行しているのは，それが近代

人の心に，イ日[ か共感を生ずるからだと，私は思ってお

ります。

近代1丙の '1' で，一番近代人としての特徴をよく表わ

してい るのは，柏村1)丙だ とい うととです。近代人の紛

争 ｩ 批 Ｑｴｾ に動指［し，興奮し，一つのところに ｪＧ ｩＧｦＧ止してい

ない。告の人は，大地に根を生やした よう な「務着い

た安定」を建築に表現していたが，そのような「落着

いた安定」では近代人は満足しなくなってい る。 どち

らかという と，少し不安定な ようなもの一一いい変え

ると「動的な安定」に共感を感じ，そこにガラス張り

ili 築の流行するj根拠があると思 って います。

D. 実際にガラス張りの建物の中で仕事を した らどんな

でしょう，中に住んでいて， r動的な安定感」を感ず

るで しょうか。

E. 布11戸新聞に勤務している人の話では，足もとが明る

くて何となく諸活かず，常に外から人に見られている

ような気がして，今浴のように行儀の思い恰好をして

仕事が出 * な くな った。名笑共に n尚子張りの 'I' J で

仕事をしていると次第に行儀がよくなるようだ，とい

うととです。

C. それは，下の透き通る着物をj'{J た女性の下j'{J がよく

なるのと同様ですね。

A.  文芸春秋の太陽族建築をまた出しますが，あの臨談

会の中で，劇作家の飯沢匡氏は次の ようにい っておら

れます「さかんに建築家が合目的とか，合理性とか綴

能性とかおっ しゃるのです。それと同時にね，主主祭が

このごろすっかり芸術になっちゃいま してね， 合班牲

とか機能性からg ; _ れたはずのがfしい ikiJ' ，だんだんロ

マンチックになってきたの じゃないかと思 うんです

よ。あまり 芸術になりすぎて，科学性が成り立たなく

なってきているのではないかと恩うんです。そういう

ととを縫築家に申し上げると，いやそれでもかまわな

いのである。 とお っしゃる。」

この 己柴を我々建築家はもう 一位よく反省してみる

ア

ザ
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ナ

'̂ 
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構造研究会 ( K.K.K. )
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必要があるのではないかと思います。近頃の述築の雑

誌を見ていると ，いわゆる芸術論が多くて，美学者や

芸術言平論家と間違う ような建築家が多い ようです。

F.  建築では，その建築の主体に使用する材料 とその組

立て方， 構造法に よって，大体の形 が き ま っ て しま

う。そこに建築が絵や彫刻笥 と根本的に逃う ところが

あるように恩います。材料と構造法を無視して，全く

自由な形や大きさを夢に見たって，それが実際に建築

として実現される可能性は無い。建築の形は，材料と

構造 とで或る限られた範聞に閉 じ込められ，その限ら

れた形の中でどのように化粧をし，またどのような着

物を着せるか ? と いうことがデヂ イナーに残さ れるこ

とになる 。

D.  建築の新しい形は，新しい構造から出て来るもの

で，新しい形だけが構造から切り離されて出現するも

のでない という こと は，歴史的に眺めてみても言える

と思う 。

例えばゴν ックの尖搭は，石や; t J t ! 瓦とその組税法の

発達によって 出現した ものである し， フラッ トルー プ

を持った四角な直方体の建物は，鉄筋コγ ク9ー トと

ラーメ γ 構法の発達によって導き出されたものであ

る。批近では，比較的 自由な 山商を持ったν ャーレ構

造が，主として構造家のリードに依って illl められ，デヂ

イナーはその後からついて* ている。新しい建築の形

を創造するのは，デザイ ナーでなくて構造家である。

構造の逃歩が無 くて は，建築の形の飛制的な変化は起

らない。

E. 実際私の j可固に見る若いデl ' イナーは孜々構造家が

新し い道を1m妬する こと を待ち焦れている。 とい って

も，そんなに新 しい構造が附単に生れては米ませんが

ね。

G.  我々桃造家も新 しい材料が生れて米るのを目を皿の

よう にして見守っている のではありませんか。

今 H では昔の新材料としての鉄やガラスには，もう

魅力は似し功ら次の新材料と しての合成樹脂に注目

されていますが，何分にも仰iの高価なことと，熱に対

する性質に欠点があり，まだ構造材料として使用され

得ないようです。 また卵性係数も大き いようです。も

っとも 弾性係数は放射線を照射すると とによって，相

当変化する よう ですが。

A .  次にテ' ヂイナーと 構造家との協同というこ とについ

てお話し ijiJ l えませんか。

D. 近頃余りにもグデ ィナーとか構造家とか いう 区別の

意識が強過ぎるのではありませんか。或る事務所では

デデ ィナーとか構造家とかの区別無く，各人が両方を

やっているところもあります。

B.  構造尾というものは石のよ うな奴で，美という こと

について何等の関心 も持たない奴だ と考えている人も
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あるようですが，これは非常に大きな認識不足だと思

います。

F. 私は一応構造屋というこ とになっていますが，いわ

ゆるデヂインにも相当の興味を持っています。また自

分では，相当のデヂイ γ もやれるというワヌボレを持

っていますが，人の仕事に口を出すのはよくないと思

って，仕事の上では余りデずインに闘 して口を出さな

いととにしています。

C. 或る建物が完成した時，その建物はデヂイナー，構

造家，設備技術者等々の協同に よって完成したのに，

設計者は主 としてデヂイナーの名前が発表さ れていま

すが，とれはグヂイナー の佼位を表わすもので しょう

i.Jミ ?

H. 私はそうは思わない。 桃造家，デず イナー，設備校

術者の上にこれらを統合するア ーキ テク トがいる。そ

のアーキタクト にデデ ィナー出身の人が多いので，設

計者としてデグイ ナーの名前が出て米る機会が多いの

だと思います。

A.  ではどうしてア ーキ テク トとし て{jJ いている人にデ

ずイナー出身の人が多いのでしょうか。

H. 椛造家が構造家 として ， ｪ＿ｾる程度の権威ら しいも の

を持つようになったのは，最近のことで，非常に歴史

が浅い。だからアーキテ クトとして構造家が少いのだ

と忠います。

今迄の計 Z;1.屋でなくて ，優秀な構造家が出現してく

れば，アーキテク トとして構造家も活践するようにな

ると思います。

D.  レオナノレ ド・タグインチの ような人はiil! i家であり副

業としてア ーキ テクトであっ たようです。時代が下っ

て，専業としてのアーキテク トが生れてきましたが，

このアーキテ クトも 多分に困家的色彩を持っ た建築家

であり ，工芸を副業と した建築家でありま した。191.世

紀に入って， ｾ主築技術者が分自 ｉｦ し 始め，工業技術の発

達が主t築にも大きな影響を与え，建築に より多くの工

学的!l ti 艇を与えてきま した。更に近い将米において

は，構造のみでなく，冷暖房，音，光の工学的解決が

非常に大きな問題となり，建築はより工学的方向へ進

むのではないか と恩います。

そう 考えてみます と，建築の重心が，芸術的要紫か

ら工学的*・索の方へ移動して，丁度構造家のあたりに

重心がくるような気が します。そうい う意味で，構造

家が主. I ! 築の中心になって，ア ーキ テク ト( 統合者〉と

して 百ｾｾ配 するの が最も適 当である という時代が近い将

来にあると思います。考え方によると，もうその時代

になっているのかも知れません。

H.  今迄の主主築は主 とし て人間の視覚を満足させるよう

に作られていま したが，とれからの建築は，視覚のみ

ならず， 1他党も， l' 叫 党 ( 来，u妥， ￬ｾｂｏ も央党も満足



させる tk的な環境を作るものでなくてはならない。そ

ういう怠l床で，これから の総築においては，エャーコ

ンディi / ョニ Y グ，者，光の コγ トロ ー Jレ等がもっ と

もっと重視されなければならない。いま建築で最も冷

過されている 設備関係が，これから脚光を浴びて くる

のではないかと思っています。

B.  日本人は特に「グイジュツ」というものに恐怖の念

を抱いているようです。デヂイナ一途の 中にはこれを

極度に利用している人がおり，自分に不利になると「

グイジュツ」 という隠れ家に逃げ込んでしまう 。人々

は「お前には芸術がわからない」といわれる のが恐し

いので，追究すると とをやめて降服してしまう 。

私は日本の建築界の どこかに潜んでいる「芸術は工

学 より数段と高級なものである」という考え方を打破

しなければならな いと思って います。

建築は芸術であると同時に，工業生産に よって作り

出されるものであると とを忘れてはならないと思いま

す。

A. 仕事の上でデディナーに圧迫されるというようなと

とはありませんか。また逆にデヂイナーが構造家に圧

迫されることはありませんか ?

D. 全然ありません。とれは圧迫ではありませんが，お

互にやり直してもらう ところがチョイチ ョイあります

が。

H.  私のととろでも，デずイナーに圧迫されるというと

とはほとんどありません。大体デ ずイナーとか， 構造

屋 とかよりは，営業マ y の方がす' っと強大な勢力を持

っていますので，デグイナー も構造屋も営業マ γ から

圧迫される方でしょう。

.F.  どち らか というと 今のデずイ ナーは気の毒だ と患い

ます。なまじっか合目的とか合理性とか機能性から新

しい美しさが生れる等と 言 うばっかりに，自由自在な

形をf' FるJ根拠が無くなるし，また自分のー番美しいと

思う形を作ったとしても，それに対して何 とか合理

事1:. 機能性を持たす よう に，とちつけを用意しておか

ねばならない。

B. 現在のグずイナーで確固とした，こうでなくてはな

らないという合理性の上に立ってやっている人はほと

んどいないのではないでしょうか。合理性とか機能性

とかいうことを余り強調し過ぎると，結局デヂイ ナー

は，自分で自分の首を締め るような結果になるのでは

ありませんか。

c.  デヂ イナーが合理性の上に立っていな いという話が

出ましたが， との点構造家も反省する余地があ ると思

います。我々が構造計画をする場合，絶対にこうでな

くてはならないという確固たる信念の下に一一 信念だ

けでは駄目で，人にも納得のいく証明ができる根拠の

上に立って， 構造計画をや って いるか，一寸自信のな

いところが多いですね。

E  我々の構造計算の根底にある諸磁の似定が，余りし

っかり して いないので，その仮定の上に立った構造に

は，石I ( ( 回とした線拠は少いといえる。

A.  私は少し考・え 方が違う。成る程，我々の構造計算の

根底にある仮定は，或いはあいまいであるかも知れな

い。然し，現在ま でにわかっている最も 妥当性のある

と認められた仮定に立脚してや っておれば，それでい

いのではないかと思っております。それはあたかも，

ニュ ート ンの力学が原子物理学の分野では適当でない

が，ニュ ート ンの時代において は真理であったの と同

級です。

建築の構造でも ，段々と研究が進むにつれて，根底

が大変化を米す ようなこ ともあるでしょうが，かとい

って，いま現にｾ物を建てるのに，仮定が将来変るか

も知れないという 理由で，建物を建てるのを止めるわ

けにはいかぬ。結局，現在迄に一番妥当である と考え

られている方法を用いてやって行けばいいのではない

かと思っています。

E. 現在までで一番妥当だ と考えられてい る方法といっ

ても，色々とあります。学会の現行の計算規準がぞれ

であるか，また終局強! 支を標準としたリミットデヂイ

γ をそれ と考ーえるか，そこに問題がある。

F.  私は リミッ トデず イγ の方が妥当性が多いと忠いま

す。} 本のれを布li 強すれば，構造全体として弱くなる

という結果の出て来る ような弾性理論に基く解法は，

妥当性という 点におい て， 劣るのではないかと思いま

す。破域強度を標準とした計算を行い，それに対して

或る程度の安全率を見ておくのが一番妥当だと思いま

す。

A. 言1.t ; J : 法の込1いばかりでなく て，根本的な5与え方によ

っても変ってくるのじゃあありませんか。例えば地Ei

力をどのように fL るかということ。

c.  建築を構造的に考える場合， 骨組に皮を殺せる よう

に考えるか，皮そのものを構造体 と考えるか，という

2 つの考え方が存在する。前者はラ ーメンにガラスの

壁を覆せるような考え方で，後者は壁式構造及び ν ャ

ーν に よって代表される。

然 しこれか らは，皮構造の方が発展 して行くのでは

ないかと思っています。

ι  そのこ とは飛行機や船の構造を凡ればいえると思い

ます。昔の飛行機や船は骨組となる竜骨を組んで，そ

の骨車II に被桜材をかぶせ る方法を取って いたが，い ま

では被援材そのものがそのまま構造材となって，骨粗

というものがない。建築もそういう方向に進んで行く

よう に思う。

B. 原子力時代の建築として 2 年程前の A r . Record で

あったか For um であったかに「合成樹脂で皮構造の
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建物を造り，とれに放射線を照射して，合成樹脂の性

質を変え，熱遮断性の良い材料とし ，必要な個所は透

明にして窓とし， 不 必 ｾ な個所は不透明にして壁とし

た建築の可能性」が紹介 されていましたが，そういう

方向に進むのではないかと思われます。

F.  考え方の i瑚! 泌でしょうが，皮構造に進む とばかりは

言えないと思う。飛行機や船はそのi i J 周期間が比較的

短かいので，何度も改造して別の用途に使うというと

とはほ とんど無い。建築は長年月にわたって使用され

るので転用性というととも考ーえなければならない。転

用性ということを考える場合，骨粗式の方が有利で，

その被被 さえ変えれば色々の用途に使用出来る。

皮構造も骨組構造もそれぞれに特徴があるのですか

ら，両方向に進んで行くのではないかと私は思ってお

ります。

G.  建築の将米ということを考えてみますと， コγ 夕日

ー トと鉄に代る材料が出て米なければならないと思い

ます。 コシク 3 ー トは重いし，パッヂ ν ステムで混合

しますから，混合する度に性質の違う物ができる。 コ

γ クリー トに代る材料はやはり或る種の合成樹脂で し

ょっ。

A.  建築に使用する材料は， ζ の世の中に多誌にある材

料でな くてはな りません。合成樹脂を構成する主な原

荻村， c とH とO で，何れも非常に多 く存在する原紫

ですから ，これらを取出して， 合成する エネ ルギ- i ! l ; i

として原子力を利用すれば， ほとんど無尽蔵に，しか

も安仰lに造り 出せると思う のです。 コンクリー トに代

る材料の本命は， やは り合成樹脂で しょう。

G.  鉄に代る材料は何でしょ う。

H.  : ( : ムはアノレミニクムであると思います。アルミニクム

は金Mの中で地球上にー・需多く存在する l京紫ですが，

それを取り出すのに，楽大なiUブJ を必要とします。そ

の' >11ブJ をjポ子ブJ で解決すれば，鉄より ilf[いアノレミニク

キ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市西区西長柄北通四丁目 ーO細野ヒソレ三六号

電話新町@ 九九五~九九八
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ムは鉄に代ると思います。

B. 鉄にアノレミニクムが代るとしても，そういう材料が

必要でしょうか。在、は恐らく 余り 必!jJでないと 思いま

す。

コγ クリート は引張に対して無力であるが故に，引

張に抵抗する鉄を入れて，両者の共111によって，鉄筋

コンク Pート として使命を果していますが，合成樹脂

は引張にも耐えられますので， 鉄筋のようなものは必

要が少いのぢゃないか と患います。たとえ，その必要

があると しても，現在ポ Pエステノレ樹脂の制強に使用

されているグ ラスファ イパーや合成繊維で充分ではな

いかと思っていま す。 何も別に アル ミニクムを鉄筋の

ように入れるよう にはならな いと思います。

D.  構造物が均質な合成樹脂から成り立っている場合に

は，従米の鉄筋コンク Dー トに見られたよ うな卵性係

数比という不IYj 1) ( なも のが無くなっ て， すっき りしま

すね。

1: .  私、は合成樹脂の胤船を見ていると，ああいうふうに

して述築ができないかなあと思います。イ"J か一定の型

枠のようなものの中 で，合成樹脂の風船を膨ら まし，

熱加工を して樹脂をセッ トさ せ，合成樹脂がセ ットし

た ら型枠を外すと， もう家が屋根と壁だけ出来上って

いる，という 具合にね。 とれは皮構造的な考え方を合

成樹脂で実現しようという一つのアイディアですが，

この程度のことですと，明日にでもできるんちゃあり

ませんか。

A.  次に構造家の皆臓が抱い ておられる拶について話し

て戴けま せ ん か 。 ( 未 先 )

(ι … … … ア州たJですが ， 与えら れ た紙簡が ー 杯ｬｃｴ， ｣ り ましたので，またの繍会 ｉｾ I  

1量ります。 I

乙の記事は憎造研究会の座談会の内容を北村が補足し取りまとめj

たもので，文質 ｬ ［ｬ ｾｴｾｾ が ￭ｬ います。 ノ
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構 造 技 術 か 現 場 技 術 か

一一 建 物 の キ レ ツ を 主 題 に し て 一 一

丹Mをこめて育て上げた般に，少しのソパカスや，ホ

クロがあっても，愛備のーっともなろうというものなれ

ど， ν ワも目立つようになっては，いけません。人間の

ν ワにも比すべき建物の，キレツ防止には，敗理業務に

当ってきた我々に取っては，いろいろ似みの秘の一つで

あって2汚せば，っきーぬととながら，ことに気付いたこと

を 巾上げて，何かの御 参考ーともなればき Ｚ Ｂｾ去に存じます。

i訟近，コンク Dート主L嘆のキレツは，やかましくいわ

れ出した問題の一つであって，建築学会のW!' 年 9 月号の

雑誌にも， ζ れについて，いろいろな論文が発表されて

おりましたが，とれの原因というか発生の理由のーっと

して技術上の問題以外にも，次のような社会的な原因も

考えられ， 一般の人々の関心を， うながしたいものであ

木 キサ 俊 男

もなって，大変望ましいととであるが，戦時中の一時

的な弘I ! : 物は別としても，戦後の劇しい業者の競争にも

拶響せられて，構造カ学の方向が建物の安全車の合理

化，ひいては経済化に留意せられて進展 して米たが，

施工の方の技術が，これに追随して合理化してきたか

というと六分異論がありそうである。この辺いのギャ

ップというか，行i/!!J g: rc も原因の一つがある。

( 4)  建築の綴式

戦後の流行の一つに，最近 目立って ，I D; の少いラーメ

γ 椛i告で，しかも打放しコ γ クDー トの仕上げが多く

なってきた。とれはキレツが目立つのに大変占s合がよ

くi lt 論を湧かすのに大いに役立ったようである。

る 。 i I I iおきはとれぐらいにして，次に問題を専門の技術上

(  1  )  工要請の短縮

設計ならびに施工の合恕化による工J!! Iの短縮は，大い

に望ましいことであるが，単に施主の要望に押されて

かなり向ｾ， ｽｬｮ な工期を呑み，この結果による ｖ ワ寄せと

して，コシク 3 ート工事の施工期rU] が紛められるため

に，夜間作業をするなど施工の無主I l を来たし，養生の

不足ともなって，コンクリー トのキレツの原因の一つ

に上げられることになる。

( 2)  施工の非科学性

最近生コンク Dート会社が次々に誕生して来たととは

斯界のために甚だ喜ばしいととであるが，現場の JJ 込

工事まで1 ' J 任施工ということになれば，事態は余程改

善されるとと と恩われる。現在では工ｾＧｩ低廉の ν ワ寄

せにもＩｾｾｾされて，賃金の安価な自由労イ Ｉｊ 者を使用し

ての コンク Pー ト工事は，余程技術者の熱心な指導 と

入念な注意がないと，厳正な怠 ｉ 沫の施工の究壁を ｾｧ ｬ し

ｊＡｪｾく，思わぬキレツの原因のーっともなるのである。

( 3  )  建物の低廉化

処物をローコス トにするということは，資材の節約と

に限って，具体的に各種の場合について，; r r 比を述べて

見たい。

1.  建物のエキスパンション・ジョイントについて

最近は ｾｾＱ 桜の大きな必物が，多くなったが，エキスパ

; /v ョン ・ジョイ γ トに対する考lむが余り払われていな

いことが多い。土木

方市では，かなり神

経質に，エキ スパ γ

ν ョシ ・ジョイシ ト

が取られているが，

建築では外観上やら

雨仕鮮の困知さもあ

って， 割合紙関心の

場合が多い。また

つには，士山町jの状況，

建物の型式，施工の

良子?によっても， 1i?  

に必ずしもクラック

が起きるとは限らな

A 図

B 図
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いことがあるし，また構造物の複雑M: からクラックの起

る位置や結果がマチマチ であるからだろう 。 しかし政近

の実例にも， A 図の如く化学工場で長さ 190MもあるまE

物に，エキスパ: / i / ョ γ ・ジョイ Y トを取らなかっ たと

ころ，大体取るべく予定されていたところにクラックが

入ったことがある。これは矢張りエキスパ: / i / ョ γ ・ジ

ョイ γ トの重要性を l暗示していると思う。

2  コンクリートの収縮キレツについて

B 図は予期しなかったところのクラックと してコ Y ク

リートの収紛キレツの恐ろしさを味わされた独身寮の実

例である。これはよくいわれている建物の王子商上，また

は立体上の不整形がクラックを起す原因である一つの実

例で，しばしば建物の不同沈下とー紡になっている場合

もあり，またよく不同i先下と誤認される場合も多い。

口L
C 図

D 図

E 図

F 図

概に収縮キレ

ツといっても，い

ろいろの場企があ

げられるが c 図

の如く平面の不控

]彰， D 図の如く立

而の不均一， E じき|

の如く長大なもの

が上げられる。

また F 図の如く

デイテイノレになる

が壁) 手と柱型の断

而のil liいが大きす

ぎる場合にもよく

起る。

また銀行のギャ

ラリイ，アパー ト

のテラス，そのft!!

庇の長いものなど

にも，よくクラッ

クが入って， ー応

構造力学的には問

題はないに しても，キレイに仕上げた建物の肌に， ν ワ

ならぬキレツが表われて素人自にも不安感を抱かせるこ

とt . J ' ある。

3.  梁 と床版の組合せについて

G 図の如く大梁 と小梁に阻ま れた床版がいくつも連続

して fll i:!チ11された場合，これの b : 1 の比が 1 :  2 以上に

なると丁& ベジ ドアッフ・の位置 と思われる b/ 4 のとと

ろにクラックの入ることが多い。こ れの対策として彼筋

配筋にしたり， b:  1 が 1 :  2 以下になるように梁の配

置を考えるとか，点線のように局、版の剛& を増すための

リプのような梁を入れる方法が考えられる。

4.  打継について

30 

コンクリー トの

打1主主tJ d 所がしばし

ばキレ ツの原因に

なっている場合が

多い。 ij武iiif は打継

ゴ Y クY ー トのl析

函の 1 /300の鉄筋

を挿筋するという

入念な純工がなさ

れたが，最近は力

学的に不J i l と か，

経済上の問題もか

らんで余り実行さ

れていないようで

あるが，再考され

るべき対策の一つ

ではある。

尚 ｊｔｾ 主のｻ立置に

関し問題になるケ

イスを次に例示し

ておく。

G 図

H 図

。
，、

ｈ 図は ｩ ，ｾ 礎の礎

童話と繋梁の|析而で

あるが，これを一

度に打つことが望

ｾ＠
I 図

ましい。しかししばしば施工上の都合でイーイの線でれ

継される場合が多く，この場合の補償とれ継の施工につ

いてよく問題を起す。

これは各階の壁梁の場合も同じである。

I 図のローロは普通行われている床版の打継位置を示

してい る。しかしこれもよく キレ ツを目立たせ漏水の原

因を作るというので，ハーハの位置に打継を号Iff罰するこ

とt . J ; ある。

5.  建物の不同沈下について

これもキ レツの大きな原因の一つであるが，特殊のケ

イスに入ると考えられるがl順序として取上げておく。泌

物の不問沈下という問題は我々としても充分恨重に計郡i

し，施工して万全を期しているのであるが，結局は計画

なり，施工の総理が原因の殆んどを占めるのであって，

基礎力学の不完全，地図の被雑制などといわれるが，地

層の状況に よって建てられ得る建物の大きさ，形状など

が限定されるのであって，施主の要求に よって， 無理な

基礎工を計 画して， 結局はつまらぬ ヒナγ を叉' けるとと

のない よう にしたいも のである。

6.  床阪の厚さと配筋について

此頃は建物の低廉化から建物の重量を軽減することに

重点がおかれ床版や壁体を薄〈計画されるととがしばし

ばキレツの原因になっている。一つには床l仮の厚さがRt



くなればなる程鉄筋

の佼凶の不正維が大

きな問題になる。 J

ｾ ｪ の如く，下端ｩｬＧ￭ ｊ に

方

h

d

K

L

-

J 図

対しては d が上端I i 訪に対しては r) ' が桃造計算上の重要

な寸法であるが，これのf，L t 泣の不正冊、ではお話にならぬ

という 訳である。ま たよく外版内に j'j 込まれる電線iきの

紹奏した配管は床版を痛める一つの重要な原因である。

設備のための配管は延物の重要な循環告書であり神経系

統をなすものとして計画の際，予め別にパイプスペース

やパイプダクトを考えるととが今後の恋物の竹理からい

っても望ましいものの一つである。

床版を薄くするといえば，よく ｋ ｾ ま ｼや ｌ 図の如く相当

事事く計画される場合がある，これに対しては余程恨重な

注意と施工が必要である。とういった時にはコ γ クDー

トに対する鉄筋の絶対立というものが問題になる。

/ づ==Ju

ｾ Ｏ＠

このタトにも

鉄骨鉄筋コソ

クリート構i告

における M 隠|

のようなれの

Wfr而において

梁の取付部に

は梁筋のアン

カー，主1:筋の

継手な どにお

ける鉄筋の師

寺きがヲ γ クリ

ートの廻りを

忠くする。こ

れらは鉄筋の

フックをなく

するとか鉄筋

をアーク熔銑

K 図

V V 1「~
L 図

[口
M 図 したり ，j i ス

圧接にするとかの方法が検討されるべきで，一定断面に

おけるコンク Pートに対する鉄筋の多すぎる限度も ，ボ

ンドのJ ーから2考えなければならない問題の一つである。

またこれに関連して コγ クPー トの偵皮を余り高く取り

すぎて， コンク Pー トの断而を小 さくしようとするとと

にも問題があるだろう。

7. 関口部に起るクラ ックについて

これはことさら申述べるまでもないケイスであるが，

順序として上げておかぬと忘れものをしたことになりそ

うです 。 これほど左様に我々に ｾｉ 味深いキレ ツである と

ともに，また波性的になっていて， I時々表われては我々

をして，キレツの執念深きを思い知らせられる訳である

が， N 図の如く窓，出入口の周囲に点線の如く ，斜mを

入れ，周囲を補強i

筋で補償して -

Lぷ安心してい ると

我々の甘さをアず

ったうが如き斜に走

るキレツ が表われ

ることに相成るか

ら，余程慎重な対

策が必要である。

8.  ;辰生的なクラ ック

なお蛇足ではあるが，派生的なクラックとして，よく

自につき ，計画の粗漏，施工の不安全を曝属したものと

して，我々を悩ませるキレツの伊lを上げて25めのメモと

しておく。

(1) 建物と袖塀との取合音[1t L . 起るキレツ。

(2) ｾＮｅ物と犬走りの取合部に起るキレツ。

I  /  

/  

N 図

(3) I i i ' i 渠に生じるクラック。

(4) 一階の土問に起るキレツ。

(5) 煙突の墜に起るキレツ。

等々 ・・・... .... ... ・・。

結論 として

我々は構造技術の研讃につとめるとともに，現場技術

の ｼ 向上をはかり，両々相侯って斯界の発展を ｾｕ ｊ し，キレ

ツに限らず， ｅｩｩ 物の秘々の欠陥解消に努力することがｾ

望される沢である。しか しまた最初にも市述べておきま

したように，とれの根本的な原因の解消は個々の校術者

の技術紋謄，施工の改善のみでよくなし得るところでな

く，建築界全体が一丸となって考えなければならぬ問題

を合んでいる。 RjJ ち競争のためのダ Y ピγ グ，余り短か

い工期の引受など，自ら技術者としての地位を引下げる

が如き行いをやむを得ずとして，なすが如き風潮をなく

し，お互いに技術界の権威の高揚につとめ，J 菌性なエ'i: 'i'

と適当な工 ｊｾ ｉ を以て， j浜重な計画と入念な施工に当り，

すべての正II物が安全な故障のないように，完成されんこ

とを切に祈るものである。

( J t 者 日i I ! 設計工l ' i l 株式会社鮫副部長)

テ ッ ク ス

フローリング

気光式通風様

田辺工業株式会社

s  
責任施工

大阪市西区江戸郷土通一丁目五電話土佐娼@ 7437- 9
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“耐 震 と い ャ
つ
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ｾ＠ " : i ' [ r しい伝動の考えプ) " を75 けとの編集i { flからの御依

頼である。i . } i 動とは恐らく地位による泌物の振動のこと

と考えてよいと思われる。思生は卒業以来，このH E主動H

のことしか研究して来ていないのだから，それ以外に書

けることは先づないと，人が思うのはどく自然のととな

のである。卒業してから 11年間も M伝効H のことばかり考

え続けてきたならば，余程tJl?i iを傾けていてしかるべき

ものであろうが，私は今やっと iZ動の門口に立ったよう

な心持ちである。そしてその門口の rl' へっき進んで行白く

ことが，如何に困出uな仕事であるかを1 I . j ( っている。とう

: ! ? くと甚だ心もとないみたいであるが，私だけが4守にi E

れて門口にfj エんでいるわけではないので，いまだ円1_'に

立っていない人も存外多いのではないか。それでいて臼

分はもうかなりの終点に近いところまで進んでいる初り

の人も多いのではないかと思う。それが私の思いすごし

であるならば，斯界のためにこれ以上の宵びはない。私

は' l i ? - を低うしてその人々 から教えを受ける きl切、を捌むこ

とができるからである。私があえてとの小文を出こうと

する魂11日は斯級なものなのである。だからいうところの

H 新しいH 考え方とまで行かなくとも" 日新しいH 考え方

らしき日 ｾｉ 分が少しでも疲られているならば，私の大半の

目的は迷せられたと御承知頂いて本j切に入る。

ｾ Ｕｴ づ建物が 地 位を受けて振動することに 間違いは ない

として，問題はそのとき建物がこわれるかどうかという

ととが切実な事柄である。ただ建物といっても千差万別

であるから，ー応耐震的にiti るととのできる筈の構造を

もっ，鉄筋と鉄骨とコ γ 夕日ートの，1-'のどれかこつが組

合されてできている建物を考ーえることにする。或いは構

造 ｡ｬＧｸｾＨ の ｬ 時によくやっているラーメンの対象になる姥物

と考えて頂いても校高官であ る。との よう な構造の池物が

大地位のときにこわれるかどうかということを，ただい

うだけでは矢張り不充分である。地践の烈しさの方はひ

と先づ同定しておいて，どの程度にスレ Y ダーになれば

建物はこわれるかどうかといわなければならない。この

ことが取りも li'!: さず耐民構造の一帯の131却なのである。
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' 地俣の烈しさを同定して詮物を制くしたり太くしたり

して考えても，もっと烈しい地震がきたならば駄目では

ないかといわれるかも知れない。まことにその通りであ

るが，地J2の烈しさには限度があるとよ号えるととがそれ

好. ど不都合なととではなく，予想でをる一番の烈しさに

地震を同定すればそれでよいわけである。どうして地震

の烈しさに限りがあるかということを詳しく述べれば色

々問題も山て来るだろう。とこではそこまで深入りしな

い。先づざっと次のように考えて白けばよいと思われ

る。 凡ての材料には時々一定した破壊強度と い うものが

ある こと は御存知の通りで，木材な ら幾ら鉄ならどのく

らいといった類いである。 とれと 悶じ よう に地維を椛成

している土にもなにがしかの破壊強度がある符である。

地震の滋はこの地税を伝わってやってくるものであるか

ら，その滋が地盤の，土のMl 壊強度を超える tc_;ブJ を発生

させるほどに強大であっても，破壊強度以上の応ブJ が土

の中に起りょうがない理窟であろう。そのとき 地燃はみ

ずから磁波という姿を曝す代りにそれ以上の力を伝えな

い。我々の見るととのできる 地表而の地告，) れなどが地盤

の破壊のー例と考えて よく，強烈な地Mには必ずっきーも

のなのである。 これが地12の烈しさに限度のあるこ との

大雑犯な説明である。では地良の烈しさの限度はどのく

らいの数似であるかといえば，いわゆる 足度に鉄鉱して

0. 3- 0 .5ぐらいのととろといわれている。がなにも民度

l乙換算する必要は少しもない。ここでの話にそうした定

日的な数値は突はそれ程問題ではない。また辺l J t に こだ

わると恥- 1M問題の行方を見失うおそれがないものでもな

い。ただ地震の烈しさには限度があるらしいとお考え頂

いて結構なのである。 l也Zi を烈しさの限度に同定する と

き建物がこわれるか どう かという当面の焦点に鮮民るこ

とにしよう。その前に建物がこわれる とか，こわれない

とかいうことをもう少しはっきりさせて置く必要があり

そうである。建物の何処かに僅かのキ レツが入っても，

その部分にして見たらこわれたとい うとと になろうが，

それは建物がこわれたというととにはならないと解釈す



る。何故かといえばその部分を一寸1彦l l I l しさえすれば，

述物は|円 と同じく使用することができるからである。

Ｇ 今 ｩ 孟の耐 ｩ ぷ構造の行ｾ ) j ft . . ，この似かな部分的なキレ

ツもできれば起させないようにしたいというところにあ

った。だから関東大地尽の東京会館のように，ね・が大 11I

に1111 りくねって外伎が革IJげ務ちた状態は被害が大き- くて

望しいものではないという考え方なのである。これには

想曲がないわけではない。というのは今でも我々は構造

計算にはi J l iit l : 計釘: をしている。降伏点を超えたととろま

で許容して設計してはいない包: である。その筈のものが

大巾に降伏点を越えた状態になったのは，大変な被害で

あり陸自すべき事実であるから，設計が悪いというとと

になる。けれども東京会館は共後修理して，現手Eでも極

めて高級? な紳士淑女方によって荊l用されている。そ

こで修理して佼えるものなら少々被害を生じても差支え

ないではないかという議論が成立する。関東大地位のよ

うな烈しい地位はーつの土地では 50年から 100年に一辺

あるかなきかであるならば，それに倣えて金輪際こわれ

ないぞといかめしく構えるほどの建物を設言|したりする

ととは，失恋を恐れて異性と後触しまいとする応変木の

類いではあるまいか。これでは我々の理怨や終局の目的

を阻害すること膨しいというべきであろう。そこで気に

なることは卵性ii j-t?: ということであるが， とれは迫々弾

塑セ1:言| 訴にもって行くべきものである 。もっとも今のi ] l ii

ｴｾｬＺ 詰ｼ岱に したところで，鉄筋コンクリート部材の引張側

は仮定ではキレツがでてもよいことになっている。常時

抗日重はともかく傾く希れにやってくる大地位に余りに神

経質になりすぎては， 経済的な構造設計ーなどまIJRi ; ; 及びも

つかないと思われる。 それに今の計算で金輪際式に頑張

ってみても ，現不正の第一生命ピノレ程度の高階でも，関東

地良程の大地i 2 t L : i i ' 1 えば，頑張り切れるものではないと

私は思う。大勢に: ; 野手平はなくとも恐らく部分的な被害は

免れないであろう 。高層を ｾｬ ｩｬｪｾｎ しているのはお ｉｩ 応は自信

がないからであり，それだけ良心的な恨重さからでてい

るのであろう。

bそとで今のj折f> R な段階をつき破って，もっと経済的に

しかも高陪建築を建てようとするならば，明i塑t ' t;ij-t; rも

やらなければ駄目だということになるが，ここでリミッ

トデダインを思い浮べてmいてはちと早音|とい うもので

ある。i J l li 判ー計算をしておっても少しは被害が生ずるので

あれば， Pi 1 塑性計算をする方が実状にかなった合理的な

やり方だという迄である。同じ土地に大地良が百年に

B t 程度しかないのならば，少しぐらい部分的にこわれて

も修復が可能であればそれでいいではないか。社物は jJi j

J:i l しないけれどもかなり内部に降伏する部分がでてくる

状態とはどういうこ とであ るか。地位を烈しさの限度に

抑lえて建物がとわれるかどうかということが当而の焦点

であるといったのは突はこのことなのである。いってみ

れば，大地震でどうせ少しは降伏するのならば，もう少

し降伏さして見ょうではないか。それをまた，修即して

使えるならば l正い日で凡て経済的というものであろう o

' ととるがそれにはいきなり野塑性ま1-t，J : とか或いは P ミ

ットデヂイッに行く iiil に，もっと基礎的な研究をして円

かなければならない。基礎的な研究は大いに恨重を極め

厳僚になされなければならないのだ。も しかして少しぐ

らいの被害にとどまらずに JJi j 廃して仕舞ったら由々しき

大事だからである。基礎的な研究とは泌物が大地毘を受

けてi ] l li t' 1ーから1町1:へ，少しづっ降伏して行く現象をまづ

っかまえる こと である。それは専問的にいう とノ γ リー

ア Ｈｾｉ Ｇ 線型Ｉの振動を解析して行くととに相当するが，

とれが厄介で仲々簡単には片付きそうもない。i ] l li 塑程t言|・

t，Lといえば今のリミッ トデずイ シのやり方に突っ走って

t ' t 急だといったのは，その官官にノンリニアの動力学的な

基礎研究も或る程度して置かなければならない怠味なの

である。今のリミッ トデずイ Y は動力学ではない。地良

で建物が揺れるのは動力学の現象である。現象そのもの

にかなった研究方法が先行せずして合理的な設計の基礎

は出来上らない道政である。恐らく H ミッ トデずイ γ を

研究している人述も同意見であろう。

静 さてｾ物が段々とわれて行く動力学的研究というも

の ，すなわち ｾｉ ，線型の振動の研究 というものはさきーに触

れたように仲々数理的な因燃がつきまとってはかの行か

ないものであるが，それは私のような者が一人や二人で

やっているからであって，もっと多勢の人達がこれに掛

ったならば能率は倍加すると，思う。現1 ' 1: 迄に判って いる

ことの大略をとこに述べるならば， 構造材料がl沿いもの

( 飢瓦とか コγ クYートだけのもの〕でない限り， E;住物

が不j ¥! f.定構造として出来上っておれば少々程度の破壊の

進行は一向に背にするに及ばないというと とである。建

物内部の部分的な降伏は却って勢い込んだ地廷に宿すか

しを与える結果になる。例えばi也i 2 と建物 との共振とか

共I!!'J とかいった事例が発展しない。ということは内部的

な破壊の進行が或る程度で納るということである。大休

とわれるとか降伏するとかいうこ とはそこでエネル ギー

が使われるというととである。地ZI で受けたエネノν ギー

が述物内にたまり込んでもしも逃げ場がなければ，建物

は何11寺までもそのエネノレギ ーだけの振動を続けなければ

ならない。もしもエネルギ ーが次から次へ と地震で与え

られて行ったら ，その振動は大変大きくなっ て，しまい

には建物が目茶々々にこわれて仕舞わなければ納りがつ

かなくなる。エネルギーは入るだけでなくそのー部は建

物の外に地盤を通してでていくが，その収支がi i 1 われな

ければ矢張り建物の振動は大きくなって行 く。野村「仮動

( リニアの振動) を考えるだけだと，これ以上の解釈が

つかなくなるから勢い消極的になって堅聞に堅問にの金

輪際式に陥ってしまう。ところが泌物内にエネルギ ーが
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たまり振動が大きくなれば，応力が大きな部分に降伏を

生ずる。そのためにエネルギーのー官官がつかわれて( 振

動の減誕) しまうばかりでなく，建物の振動する性質が

変化 して (ζ れが ノンDニアになること) 今迄のような

地121のエネノレギ ーの入り方ができにくくなる ( 建物の持

つ周期が変化し てくる) 。地良で被告の多い軟弱地盤で

は地良の動きは複雑を極めるから，主主物内の一部がとわ

れて振動する性質が変化しても，その変化した性質にま

たマ ッチし た奴が地反動の中にいて，エネノレギーを注入

し続けるから結局は行くところまで行って建物はIJ) i壊し

てしま うという説をたてる人もいる。金輪際式設計以外

の建物はどうしても トコト Y までとわしてしまいたいら

しい。つまり秋弱な地盤の地良は色々なタチの思い奴の

集りで，その中の一人が襲い掛ってねiすかしを喰らわし

ても，選手交替で次々と現われ，つつきとわし て建物の

| 府終を見るまでは退却しなかったら大変ではないかとい

うのである。もしもその通りであったら確かにこれは大

変なことには違いないが，私は確率的にそういうこ とは

あるまいと考えている。ここでは V チ而倒臭い理論は抜

きにしているので，その理由を述べるのはｾＥしいが，例

えば関東大地震を再び引合いに出すならば，丸の内近辺

の軟弱な地;1-11にある建物が概ねなにがしかの内部的な破

損を受けながら，すべて i也尽にいびり殺され崩壊してし

まったかというに笑怖はさにあらず，コンクリートと鉄

筋と鉄骨の中，いずれか二つを構造材料とする建物で崩

壊したのは建築途中の内外 ピルぐ らいのものであっ たと

記録は伝えている。また福井地震の例の大和l ピノレのIJ) i壊

も同ピノレがヤケ ピノレであったことと構造計画上に少しく

欠点があった と聞いている。とれを兄ても jJ) i壊した建物

はごく特殊な状況の下にあったものばかりである。地iz

の現象を間接に捉えた ｩｪｬｾ 塑性の合理的な計ｴ［ ｲ がなされて

いるならば，被害は途中でくいとめられることはいうま

でもない。けれども少しでもこわれて行くのを見ている

のは気持のよいものではなしたとえそれが途中でくい

とめられると したと ころで，万ーのことをZ考えたら矢張

り心配は残るのが人情であろう。いくら大丈夫の筈だと

保証されても，落伍しない筈の選手が追い抜かれて行く

レースを見ているようなもので応援のしがいがあるま

い。これは他人ごとと我慢するとしても，わが家に火が

ついてすぐ消える筈ですよといわれても，何かの拍子で

全部焼けてしまったら一大事と気を採むのは自然であろ

う。

ノン Y ニアの理論といってもJ ! J l 論であるからは仮定が

つきものである。それで理論的には大丈夫の筈だと思っ

ても，その実，実際には不安がないわけのものではな

い。研究がいまだ行きつくところまで突き進んでいない

せいでもないのである。では実際はどうなるか。これは

百年に一度 といわれる 大地震を見とどけるためには，物
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心ついてから少くとも百年程生きる党悟が必要となる。

この大事業の方が余計困難であるう。だからノ >， yニア

の迎論を基礎とする弾塑性設計法，耐i五終局設計法とい

うものが出来上っても，安全を見込む係数を入れて置か

ねばならない。今の設青| 法にしたところで安全を矢張り

見込んでいることに変りがないが，建物が崩壊する終局

のととろまで考えた上で安全というものを見込まなけれ

ば，本当に安全を見込むことにはならない。現行の安全

率につい てしばしば議論が沸除するのも放な含ことでは

ない。

' さて安全係数の中に逃げ込むことは容易であるから，

それはギリギリの最後まで控えて置いて一向に差支えが

ない。先程の不安や心配にしたと ころでまだまだ考えて

見る余地は幾らでもあるのである。何が不安だといって

内部が段々とこわれて行く過程が，建物が終局のfJ) i壊に

近付いて行く過程のように恩われるところに，行きつく

ところまで行きはしないかという心配が残るのであろ

う，その過程が建物の終鷲を意味するものではないこと

は前記の通りであるが，ここでもっと積極的に大地位が

来たら予めこわれるところを予定して置いたならばどう

であろうか。例えば壁にその役怒りを担わせて兄ょう。術l

存知のように壁や筋違を入れるということは地良で述物

が十揺れる場合に有効なことである。それが有効であると

いうこ とは地底の とき に大いに力になってくれるからで

ある。それをこわして地震に肩すかしをくわせようとい

うのである。こわれれば前にも述べたようにそこでエネ

ルギーが貨やされる。またその建物の周期も変化してし

まう。こわす筈の壁が一つしかなければー・匹lの宿すかし

で終るから，幾つか入れておけばよい。 1[¥1仕切りに少々

毛の生えたものなら幾つか入れる ことは可能である。今

のいわゆる ｪｦｦｩｦｾ 壁をもっと安手にしたもので充分なので

ある。なにも壁でなくて筋違のようなものでよいが，鉄

筋コンク Y ートの壁が有効であろう。こうした部材を犠

牲的部材と H予ぶことにしているが，元来日産とか筋違とい

うものがi由民( 或いは風〉のためのものなのであるから

そうした非常時の外力によってこわれたところで一向に

差支えない筈である。ただ壁も こわれ，建物も IJ) i綴しと

いうことになってはお話しにならないので，建物の主要

部材に破壊が進む前に皇置がこわれるように設計する。だ

から今の耐震壁なぞに較べたら安手の壁でー1・分なのであ

る。

このような考え方を進めて行く と結局主l i : 物が太いか納1

いかというような大雑犯ないい方では消されなくな って

くる。建物の構造用式，ひいては構造計画をどうするか

といった問題に広く発展していかねばならない。前文; の

続きでいえば壁とか筋違をどのように配目したらよいか

といったような問題等である。しかしそろそろ紙数が尽

き掛っている。詳しいことや厳密な議論は私共の論文を



読んで頂くほかはない。

炉私がこの小文で今迄lζ 述べてきたところは. 殊更に建

物の一部をとわそうとわそうとしているように受取られ

たかも知れない。 どうも穏かでないと思われる方もあろ

う。そうした方には次の下手なたとえ訴で納得して頂け

ないだろうか。我々人間は何時かは死ぬものである と承

知しながらも僅皮に死を仰れるものである。とれは本能

的な生への執着もさるととながら，死んで行く過程にど

んな恐ろしい気持や苦痛を味わされるか分らないし，死

んでからは何もかも消滅するとは思っても， fsi rがあとに

控えているかも判らないせいによると思われる。もしも

死んで行く途中は このように楽であるから心配はない と

か，或いは何病であればとの程度という ことがはっきり

すれば，予め対策の建て よ うもあって， 心 停 冗 ｾして無

分別に自殺 したりする 必要も な く，またただひ たすら死

を付 ｜ｩ れる と いうことも少くなりはしないか。主ｾ物の こわ

れて行く過程を知らなければならないというのも同じよ

うなものである。建物の恥 ｪｾ 住 ＱＺ がどのくらいある と か ，

大地震で大丈夫であるか有かというようなことは，建物

の終局状態への過程というものを知り得てこそ始めてそ

の対策も述ち，安心 もできると考える。

紫 煙 室 剛 山

鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 施 工 指 針 増補改訂版

本舎はl昭和31年11月26日より「第 3 回技能誠鹿」を開

催するに当って，以前の「ゴY ク3ー ト施工指針」の内

容を充実させ，学会 J A  S  S  5 の改訂にも H1i! して， 改訂

明舗をかIえて，新しく増制改訂版「鉄筋ゴY ク Pー ト施

工指針」 とし て再編 したものである。

コシク リート 施工にたずさわっておられ る会日各位の

良き座右の告として，おすすめする次第である。

定 価 1 .8fl 330円 ( 会員3∞円) 送料32円

内 容 1  ) 材 料( 主主尾辰対i氏，谷 口尚武氏)

2 ) 試験法 ( 奥島正ー氏)

3  ) 調 合 ( 谷 口尚武氏)

4 ) 工 法 ( 菅 田 豊 重氏， 近 l燦芳美氏)

5  ) 特殊ゴY ク9ー ト工法

3 .  軽量 コンク リート ( 菅田鎧重氏)

b.  P  S コγ クリ ー ト( 海上秀太郎氏)

c. "7・ ν ノミク トコγ クリ ー ト

( 久良知丑二郎氏)

d.  特殊型わく ( '1j' EEI ｊｉｬＮｾ重 氏Ｉ

附主張 日本建築学会建築工事標準仕核密

( J A S S 5 )  

J  1  S 建築材料規格抜務

表紙ファイパー製。 9 ポイシ ト押さ字。約 300頁。

社 団 法 人 日 本 応 策 協 会 出 版 委 員 会

' 以上短時間の走り舎きで同じことを繰返し重複して述

べたようにも思われるが，最後に私がいわんとしたとこ

ろを要約するならば次のようになるだろう。ごくまれに

しか一つの土地では起らない大地震に対して建物を金輪

際の! 笠岡式でいくには当らないということ。金輪際式を

固守しても現実の; 没i ' i - I ともなれば大地長で局部的な lukt員

を避け得る ような建物は或る程度以上の規模のものでは

望み，% いということ。従って金輪際式を意図すると有と

にかかわりなく大地位で建物がこわれて行く過程を熟知

しようとする努力が絶対に必要であること。終局状態を

もとにすればどの程度でI政援をくいとめたらよいかとい

う方針が成立つと同時に，金輪際こわれないようにした

いときも本当の怠味で少しも破損を起きない建物を設青|・

する指針が得られる という とと 。そ してこれらのすべて

は ノシ リニアの動力学的な研究が基礎に白かれ， その上

に建ってi J l il 塑性の計 31法，耐LZ終局設計法というものが

築かれねばならないとと等である。との*J 侠な雑文が読

者諸 Ｕｾ の耐震というこ とへ の理解を少しでも深めるとと

に役立ったならば，筆者の望外の喜びとしたい。

( 筆者 m. l 1 l 大学工学部助教綬}

新刊図書紹 介 建 築 学 便 覧

今回，日本建築学会 より， 24∞ 頁におよぶ「建築学便

覧」が発刊 された。これは， ij 究所i発行されていた「建築

工学ポケッ トブッ ク」に代るものであるが，長足の進歩

をとげつつある栓深学の前には， 「ポケ γ トブック」で

は，とうてい，新しいデータを必要とする， こんにちの

要求にこたえるととはできない。今回の「便覧」はとれ

らの要求にもこ たえて， 15編の専門別に分類され，それ

ぞれ権威者によって執筆 されている 。1. 基本事項， 2 .材

料， 3. :;I J 学， 4 .構造設計， 5.仕様，6. 私自L ・契約， 7 .胞

工， 8 .歴史， 9 .計蘭原論， 10.建築設計・，11. 設備 12 .

建築経営， 13 .都市計 画，14.法令， 15. 土木工学の 15編

にわけられて いるが，記号も学術用活も統一され，新か

なづかいで文体が統一されている こと ，さらに，各務は

U .D .  C  ( 国際十進分類法) に よって分類さ れている こ

とは，ひ じよ うに読みやすい。ま た，印ll ll Jも写真船字印

刷が用いられているこ とは，との種使! 覧に とって，わが

国では，まず高級品の部類にはいる。 i 建築設計資料集

成」 と並んで，j主術者， 研究者，実務者の1 m右にそなえ

要i乞 Tc. ;じて 引 くべき，もっともまとまった便覧といえよ

う。 ( M)

￥3 ，500. 一。 P .2387。日本建築学会編‘ 丸善 K K発行。

( 分割払いの使 もあり，日本栓喋協会でも取扱います

から，お申込み下さい)
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ユ ー ゴ シ ッ ク の 夢

ー私達、の子供の頃， 131筋は無論のこと，鍛治屋町の四ツ

角からでもよく見えていたかの「ライオン歯磨」の イ

ノレミネーν ョン入りの旧通天i J ，J ，1が戦時中に姿を消したと

き，とても深い悲しみと淋しさを体験したことは皆様も

亦同じ だったろうと思います。

それが今再び，より 新しい美しい姿で宝石のように大

阪の夜空に鈴え ているのは，本当に熔しい次第です。や

はり「平和」というものはいいものです。

ｾ＠ ili 災時」とか，それとよく似た附況にある「原始時

代」とか…… 人I 1 I l が「アニミズム」に似た不断の恐怖の

rl' にあるときには，建物も，都市も，蛾の咲のように地

獄の氏へともぐり込み，地上に平和が訪れるときにはあ

たかも地球がやたらに火を'' l ' . l かなくなったとき初めて生

れでた世界政初の他物のように，すくすくと 太陽を浴び

て大地に芽生えるものらしい・・…・ということ をしのばせ

てくれます。

しかしその幼い，潔らかな，平和の地上にやがて苦悩，

騒7'1". m落， ) 炊飯が訪れたとき，人々は汚れた大地に爪

先立ち，やがて上空へー一一空間へ一一 天上へーーと「神

の世界J i 自由の世界」を求めて材料l逃避をすると悶" 寺

に，かかる苦悩に悶えた，その姿を如実 l亡現わしたゴジ

ック建築に見る如く，具体的逃避をも計るようでありま

す。

そしてー今や「仲」の姿を見失った現代人にとって，

〈るべき悩みは東に頁に深甚でありま しょう 。

現代人が ロケ ッ トや人工衛星に慣れるのも， 1ufν ラノ

が ￭ ｾ の世界」を夢見たのも，こうしたー秘の自己保存

や，索キト? と対する感傷 (セ シチメシタ Y ズム〉の心理か

ら発しているのではなかろうかと私は深〈考- えさせられ

るのです。

Hfl 仁ゴν ック建築と現代のピノレディ Y グの紛争1

'

的な比

i肢を して見ましょう。

きに述べた如く ，ゴν ック建築は人nnの苦悩の表わ

れであり，現代のヒソレは健やかな悩みを知らぬ若人の姿

ともいえましょう。しかし，中には法規や地上権といっ

た風なnW物的な苦悩をその姿に現したのもあります。

さて，やっとｾえった平和の現在と，次にＪるべき背
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出 弘泰

悩の世代を考えるとき一一何故私がこう考えるかーーと

いうことを次に述べましょう。人口| 問題や経済問題とい

ったことはさて置き，もっと大きな，世の推移或いは人

間の「村布1

'

生長の過程」に基いて考えて見たいと思いま

す。

知識階級とか，ある少数の人達を除いて，世代や世相

の実際的創作者たる「大衆」或いは i ;皆い世代」の心主J l

というものは，過去の戦争に よって -II. i 無」に帰した

- [ ! ! l ち原始"寺代の物の判断の仕方に仰った ・・・・と 私は

考えます。

rtll ち敗戦前後のいわば原始時代から却l随時代 Ci
1
，代の

思 ＱＱ 鹿の代りに ￬ ￬ 災 後の我同にジ ー フＮが走り始めたほ ｾｪ に当り

ましょうか〉を統て，我々の |止は今やっとアルカイック

或いはヘレニズムへの過渡期に到達したのではないかと

思われます。 Cただ過去の庇史ではこれらの推移は大体

順を追って起りましたが，戦後の経過ではこれらが突に

無計両に，順序不同に，あるいは早くあるいは退く，あ

るいは同時に到来したととろにいわゆる戦後の「浪押」

が生じたのでけ.なかろうかと私は思います。)

b悩みを知らぬい・… 有，逆にーー一苦しみと悩みの中で鍛

え抜かれ生き抜いた末のJ i lの児・・ … 「太陽族」や「マ γ

ポスタイノレ」は一種のアノレカイックスマイノレのアポロ γ

であり，女の服飾や化料品の箱のグヂイ: / オートパイ

やスクーター……何 ｋｾｊｾ らず意匠デずイシを喧ましくい

う時代がきたというのは混沌から …・ ・ 素朴 ｪｾＱ から一一型

式期へ… ... 111] ち型の変ったヘレニズム( 或いはクラ ν ズ

ム) への過渡であると私は信じます。現世が，時々 「逆

行の観」を呈するのも亦との故でありましょう。

その他 「ド ライ 」だとか「クエット」だとかの言葉の

流行も，人々に幾らかでも内面的に「考える余裕」の出

来つつある i.iE拠であり，とのたびの国連1JP¥v，rも亦こうし

た気持の現れに他ならないのでありま す。

ーそこでーーやがてくるべきもの・或いは既に起りつつ

あるものは，過去の混 世 ｬ ￭ｊ ｾ Ｑ に対する反省と，そこに源を

発する恐の決算であり，それに続いてポムペイのj炊飯と

￬ｾ 蕩 …・・ そして ｈ 音黒と煩悶，苦悩の ｲ ｬＧ 世…… 私の頭の中



に勉1転す るものは「人11¥1の出火」であり，このi ! 蛍火」 のよ うな計画だけを述べることにしましょう。

をば，あたかも地球が太陽の担当りを廻転す るように一一

そしてグィシグノレマンの「芸術発展の過程」 と同様なコ 静ニューゴν ック… … その名の如く私もまた大変に，空

ースで，我々は永遠に繰返すことでありましょう。 11]] 1' 1: ，上下左右四方八方自由奔放の都市や建物をそして

世の中も，そしてただー人の人間の「一生」も亦この 自由と太陽を :>1とめて止みません。

歴史の繰返しであり，原始ーーすなわち嬰児に発して巣 ) つ一つの建物は「コマ」か「かがし」のように鼠: 小

してどの時代にまで廻転し得るかーという問題なのであ 松崎の基礎の上に … … そしてそれらを虹の よう な道路に

りましょう。 よって互にiili 1i 守するのです。

ー そこで今，私 に「何かくるべきが ｦ しいｾ ｾお」な り「構 いわば「つゆ草」 と「鐙」 のような関係でをl I ]j 都市と

巡」に就て山われるならば，私は新しい i時代としてのゴ いうものを構成したいのです。

ν ック ・・・・次のt止にきたるべき「ニューゴジック」を旋 すなわちつゆ1: ; f が道路であり ，同時に建物を述繋する

ｉｉｬ ｾ Ａ するものであり ます 。 フレームであり，プレー ν ジグであり ，告をが「建物」で

静それについての私の考えを少し述べましょう 。 ありま す。

それは過去に我々が石とスアジドグラスによってなし こうすれば道路は建物と一体のものであり，現在のよ

遂げたことを，今度は鉄とセメン トとガラス一一否 とれ うな放置状態に陥るとともないでしょう。

らに代るヒ・ニーノレ系 ? の或るもの と「あるもの」 …… そしてさらに低空には繋留気球に よる防空綱のような

によってなそうとするものであります。そして過去の， … … さらに上空には人工衛星のような … …機械的なピノレ

単に苦悩に悶え信仰にすがった陰惨な姿でなく，さらに ー否「機械」としての ピノレも存在す るこ とでしょう 。

理知的な滋削たる悩み方，或いはその表現を しようとい そのためにも，我々がかつて石撚|時代から青銅11寺代，

うのです。 l法史上考えてもいかに窓の型を変えて見ょう そして鉄器時代へと進化してさたように，鉄，セメ γ

が度線勾配を変えて兄ょうが，デヂイ y 上の大変革とい れ ガ ラ ス，プラスチックおよび化織の時代か らさらに

うものは起らなかったのであり，材料や架構法が変った 新 し い「構築材」と「新しい架構法」の時代への ｾＱｾ ｩ｜ ｍ を

時にこそデグイ γ の飛躍も可能であった・ ・…と いうとと 夢見て止みません。( グァンノレーンお よびローグ ンワノレ

がわかるように， 何かある新し い「建築材料」というも ト両教授の若衿に感化をうけたことを附ー言 します。)

のを考えた上での こと になると思いますが，ここでは拶 U! I 者大阪工大講師)
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新 引l

住
宅ー 』

の 庭

西田富三郎著 との本は，われわれの暮しに

深いつながりをもっ「路」についての正しい

知識を伝えるもので，庇闘機式の種類や院の

っくり方 ・あり方を実際にそくして，写真図

面を豊富に用いて解説した好著であります。

A 5 判 130頁 前 後 上 製 定 価 ￥ 300 〒35

5  歴 史

執 鍛 渡 辺 保 忠 ・加藤 角 一 本 舎 は 建 築 様エ1

の変化，建築の創り方の発達を図版を用いて

E量 築 講 座 金10港 具体的に解説したもので，工高の教材 ・2 級

建築士受験の原動力として，これからの建築

を考・える上の得がたい手引主主であります。

A 5 判 2∞ 頁 上 製 定価 ￥ 350 〒 35

5 4  民 • 2  

j診1; ! j J社編 この本は，あらたに内外の脚光を

浴びる建築逃産の一つである H 民家H につい

建築写真文庫2期 金30巻 て，主に北陸地方のものを集録したも ので，

紫刻、な民家の構 成美を，美しい写真によって

あらゆる角度から紹介した ものであります。

B 6半11 88頁 総 ア ー ト 定 側 ￥ 300 〒35

5 5  4聞 間 2  

j診国社編 との本は，各時代の建築と共に発

達 した工芸意匠としての欄|切について，いろ

建築 写 真 文 庫 Ｒ 期金 ＳＰ ｾ 魅 いろな種類のものを写真によって l以録したも

ので，木造建築にはもちろん，工芸デヂイ γ

のうえからも見るべきものがありましょう。

B  6  ｾｾｊ＠ 88資 総 ア ート定仙ー￥ 300 〒35

重 版
建 築 写 真 女 庫 第1期 全30巻

彰国社編 この本は，あらゆる総築の諸相を

分類展示する目的のも とに編集されたもので

内号室は，これら諸建築の近代的 ・古JJ.l! 的，和

3.  専 F可 庖 舗 )ifI. ・洋風のものなど，さまざまな傾向をもれ

なく採り入れ，その外観 ・内部 ・各部詳細を

24・和 風 の 窓、

収録した，住宅や庖告I i など各種建物の計図 ・

設計・新築改装にすぐ役立つ好適な資料です。

B 6判各90頁前後 ・総アー ト各価￥ 300〒35

30. 1"¥ 第 1期 金30巻 1揃 特ー価 ￥ 8100 〒 400
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置理圃 ｾ 圏

デ フ ォ ル マ さ れ た 建 築 越 智 隆 晴

デフォノレマされた建築一一それは，美の世界における建築のデフォ } ! / <' V才シの意でなく，ここでは，法の解釈者

の誤謬によって奇形化された建築を意味することにします。

芸術を知らぬ建築家 ・ 法を知らぬ建築主事 ・ 法規を解せぬｾ畷家 ・ 建築を解せぬ建築主事等々，いろいろな存在が

客観的に想定されるでありましょうが，実際問題として，とれらの人々によって拙かれる ところの虚侭の姥築の幻影

は，そのままの姿をとって，現実に凝固させられることがあります。一一建築がこの種の幻影の現象形態として捉え

られたとき，それが，ととにいうデブォノレマされた建築に外なりません。

とのことについて，問題の所在を，まず，法の認識の角度から探ってみたいと思います。

従来，建築基準法の解説といえば，ただ主将に法規の表面だけを見て，形式的に理解 し，註解することを主たる任務

にしており，法の本' I 1 ，法の目的というような，法に関する根本的の思索は余りなされていなかった傾向があります

が，根路の意味の建築のグィブォーメイ ν ョンの生ずる原因も，との辺のととろに根ざしているのではないでしょう

か。以下，本稿では，法というものをω激的に見る一つの方法について，建築基準法を中心観念として，極めて常識

的な，しかもラフな描写を試みましたが，つきましては，私の不明のところは，大小に係 らず御叱正を賜りますれば

望外の喜びです。

1. 法と法規 ll . 法の解釈 11[， 法解釈の2. 3の事例

I  法と法規

1.  そもそも，法規は，なんらの根拠もなくして，突

如として社会に示されるものではない。人 1/11の型的: につ

ながる何らかの規範的な原則が背後にあって，その原則

を適用する目的で，立法がなされるのである。この租の

背i;L的な社会規i胞を認める立場から，これを指して「法

J  ( Law ， Recht ， Droi t ) といい，それから流出した個

々の法規を指して「法律」または「法規J ( Laws ， Ge-

setze， Lois) という。

すなわち，法が人々に一定の行為を要求し，あるいは

一定の行動を禁止しよう とするとき，その規定は成文の

形をとり，文章によって表現されるが，そのように表現

されたものが法規である。

以下， ζ のように，法規と法を区分し，法規を法の現

象形態と見る立場に立って，考えていくことにする。

×  ×  ×  

2.  法の本質に| 刻しては，学者の意見の分れるところ

であるが， 一般的にいって次のように理解されている。

すなわち「法は，宗教規範，道徳規範などの社会規範

と並んで，やはり一つの社会規範である。そしてその法

は，そのよ見絡を各人に対してγ るべきことを要求する。

ある内容の規範が，法として人の行為を拘束 し，また，

どうして法は守られるべき準則として権威をもつかは，

法の基礎づけに関する問題であるが，ある社会規範を法

として行われているものは，その法の存在する社会に一

般化しているととろ の共通の意識すなわち社会意識であ

る。」 という考え方が主流をなしている。

ところで，一般社会の内心において形成される社会意

識( 社会的に規定される思想 ・感情 ・理論 ・見解) は，

決して同質的に統一されているわけでなく，その中に対

立がある。訟は，この社会主主L識の対立の Il ¥J に形成され，

発展していく。そして，法がそのように形成されていく

過程が，ある一定の段階に達すると，そこから法規が生

み出される。法規は，一定の生成段階に達した法が，成

文の形で表現され，固定されたものに外ならない。

それ放，法規も法の形態の一つには相違ないが，法が法

規として固定されても，なお法そのものは止るととなく

生成発展をつづけていくものであるのに対し，法規は回

定した文章であるから，流動する社会生活の現実ととも

に動くことのできない宿命的な制約の下におかれている

このように，法規は| 胡定的であり，法は進展するもの

であるから，法規と法との聞には，やがて大なり小なり

の距離が生じてくる。それにもかかわらず，法規だけを

法であると考え，法規の背後において進展しつつある生

きた訟を顧みないととは，法の認識 ( 法の解釈) におい

て大きな誤りを犯すゆえんである。

×  X  ×  

3.  立法の仕事は，法規を ｾ ｉ 制定することであって，法

を創造する作用ではない。法そのものは，前述のよう

に，立法が行われる前にすでに社会Z主主識によって創造さ

れ形成されているのである。

ところが，この社会意識は，理念 と現実，精神と物質

，文化と自然，そして理論と実際との間を絶えずさまよ

っている。したがって，立法に当って捉え られた法の位

置は，種々の方面から作用する力の妥協点である。
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との芯i:1沫で，法が，理想の世界において人IlJ j生活の現

実と妥協 しながら占めている地位は，恰も建築が，美の

理念、と実用性 ・経済性その他の翌J l 念日] の妥協によって芸

術の世界に占めているの と問機である。芸術性を余りに

も強制 し過ぎた建築が待命である如く ，法も ，その時代

の国民の知 と情 を自 ｉｾ れて は形成されな い 。

( 註 ) 訟は，それが突現さ れるζ とを服jするものであるから ，可能の E

としか要求 しない。 E の可飽 ・不可能の邸耳目は，乙れを一般社会ま

たは特殊 社 会の平均の水 ｾ ｉｃ 求める 。 すなわち Ｎ 一般 社 会 ｉ ｃ お い て

は. !Y1人君子でも 不徳漢でもない通常人民，特殊社会においては ，

上級でも下級でもない中位にある人( 乙れら通常人を 「平均人」と

いっている 。) IC水却をおいている 。

そして，法は元米その ような妥協の所産であるが，その

妥協点は，平均人において見出される といわれて いる。

ところで，われわれは，人聞におけるJ l J l 性の存在を肯

定するとともに，人間の水準も教育によって向上する(

法の使命は，ある意味において 人類の教育にある。 〉こ

とも否定しない。平均人の水準が漸次向上するに従って

社会通念、もま た一段と向上する こと になるので，それに

{半っ て法もま た進化する。

との ように して， 立法は漸次客観化 され，正必および

公 共の福 祉 の実現と い う高い使命をよｾす よ うになる。と

れが法の発迷の論理! であるが，法は，進化の基調をこの

ような ところにおい て， 速い理想、にあこがれつつも ，現

実 と妥協し ながら ，し かも徐々に人類の強! 怨に向 って歩

みを進めるのである。

]1 法の解釈

1.  訟の解釈 とは，結論的にいえば，法刻の; むl床をill

じて，訟の規範を学丑11的に認識することである。

法の適用は，行政の窮極の目的を迷するための手段で

あるが，法の適用に当つては，法規の表見的な条文の規

定をそのまま適用することではなく ，法の其意味を理解

し r法の解釈」を行った上で適用される べきものであ

るということは，法学者および行政学者の定説とされて

おり ，われわれもそれを疑わない。

ところで，法治行政の原則は，一般行政担当おの勝手

なj点誌を泌めて いない。特に述築基準法では，池袋主事

に必E 織を原則的に与えていない。これは，建築士や娃ー

築主にとって，都合の裂い裁誌を禁じていると同時に，

都合の よいような裁量も認められない ということであ

る。それは，も とより，行政行為は法規に示された法の

内在目的によって制約され，そこに一定の ワクがi絞めら

れているので，物事の結論を先に出しておいて ，都合の

よい解釈で思い思いに1
'
1

'

.t' fIa自在に，そのワクをY!肋ゐせる

とい うものではない というと とで，そのようなこ とをす

れば法規の理想とする「法的安定1 " 1 : J は根底から失われ

てしまうことになるからである。

しかし，法の一理念である「正義」は，同一なものを

間ーと して取扱い，穴ーなるものを異なる ように取扱うこ

と，すなわち，事案の倒別性に着服した上での具体的に
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妥当な取扱いをｾ求する。 し たがって法規は，具体的妥

当性とか合目的性もその一理想と していることは明らか

である。

この［白川、で ， 主ｉＡ築基準法が，建築主司王やｾ築士に ｼ 向っ

てJぷi立の余地をなく しているととは， もと より「法の解

釈」を禁じているととではない。

もしも，建築士が，ある事案について. rそのように

解釈することが妥当 である」と判断された場合には，そ

れについて有総解釈を積極的に ｾｾｪ Ｇ ￍ せられるべきであ

り，その場合に， EE設大臣( 法律の場合) なり，特定行

政庁( 条例の場合) の見解と ，その建築士の見解とが

致を見た場合は，その解釈は妥当 なものと して成立する

わけであって，これが民主的な行政の在り方であると い

える。

それを しないで，建築士と建築主事が，設庁|ーと確認の

Il-l JJ必をめぐって，具体的な事案について論議さ れてい る

風長を，誌上でよく 散見するのであるが， このような議

論は，いずれの例区法の認識が欠けていても ，絶えるこ

とのないもので，議論は，まず法の認識から始められな

ければならない と息われる。

いずれにしても，法 と法規との間隙が余りにも明瞭で

ある場合は，法の解釈に当っては，概念、法学l時代の考え

方のみに立l肉|し ないで，自由法学の立場を とって解釈す

る方が，ヌ:化の進んだ国では，去Il って一般に納得され，

法規が尊重されると とになり ，し たがって法の安定性も

磁保されるという結果に岩手く ものである。

×  ×  ×  

2  さて，法と法規との問には，いろいろのなl床で，

間隙があるが，この間l燃を充足する仕事をするのが「法

の解釈」である。そして，この間防、は，主とし て次のよ

うな関係において見出される。

第 1. 言語または文章の不明確

文字: ゃ文訟は，人の忠、先立を先全に表現 し得る性質のも

のではな い 。そこで「文字の末に拘泥せず，法のｾＺＢｾ、に

着服せよ」といわれるが，規定の 1-1-'の言語や文12の法fl9

1立l沫( これは通俗語のもつ意味と臭っている。) が不明

確な場合である。

第 2. 規定の椴括性

人間1の作った成文法規は，法のすべてを条文化 したも

のではない。あらゆる社会的事実を予恕b て，それをt I i .

れなく規定に並べ立てることは，立法技術的にも不可能

なことであるから ，法i況は法のア ク トラインを一般的，

抽象的に示 したものに過ぎない。法規のもつ，との必然

的簡単位は，例別的の事案に対して 多秘性とニュ ーアγ

スを払拭し去っているので，法規の条文には表現されて

いない場合でも，法そのものには空隊があるとみるべき

ではないという場合である。

第3.規定と規定との悶の間隙



規定と規定とが体系的な統ーを前提として立てられて

いるとみるべき場合に，その規定と規定との間にズレが

見出される場合である。

第4. 法と法規の問の間隙

法規は，いかに網羅的に制定されたとしても，なお，

固定された法規は，不断に流動する社 会のｾ求との 聞に

大なり小なりの距雌が生じ てくる 。

法規はあっても，それに内在する法的意泌が、実際の

社会関係を合理的に規律するには，相当のズレを生じて

いると考えられる場合等である。

3.  まさに，このように，法と法規との ｉ ｪｪ ｊ ｾ は，いろ

いろの意味でギャップがあるが，この法規の中に存在す

る矛盾を去り，欠陥を茸Hめ，重複を除き， ｾ［ＺｪＨ Ｑ 略を補い，

不明を i列らかにし，不当を淵2をする等により，法と法規

との聞の問JI掠を満たす仕事をするのは「法の解釈」であ

る。

法規に見られる間隙は，上記した各場合が，単一に存

在する場合と線合して存在する場合とがあるが，簡単

な実例を現行 ( 1956年現在) の建築基準法の規定によっ

て少しく眺めてみることにする。

第 1 の湯合…・一法 6 条 1 号， 法35条〈令121条)， 令114

条等ーにおいて，特殊建築物の個々の名称、を羅列し i ホ

テノレ」と「旅館」を殊更に別異のものとして並列してい

るが，法49条 4 項( 用途地域内の弘lt築制限) では，旅館

のみを均げ，ホテノレは掲げていないから， この場合，問

ｲｾ の「旅館」の種矧概念に「ホテノレ」を含むか石かが不

明になってくる。この解釈については，後述の「住宅」

と「共同住宅」の例に似ているが，解釈者の混乱を| 勿ぐ

ためには，問項に「ホテノレ」を追加するよう改正すべき

であろう。

第 2の場合 ・・・令 126 条に屋上広場の手すりを，安全

上必要として規定しているが， f屯川広u交において，危険

度において間程度以上に見られるｾＺｾ t;可共同住宅のパノレ コ

ニーの手閣については，なんら規定をしていないので，

疎時の例であるが，法規はこのように抽象的なものであ

るから，この場合は類推解釈によって，当然このi Wi l略は

i前さなければなら ない。

第 3の場合・…・法57条では， 建築物の絶対高を規定

し，法58条では，建築物の形態( 高さ) を道路との関係

において規制している。そして，との高さの制限をこえ

て許可することができる場合は，法文: 上は法57条だけに

限られている。

ところが，実際の場合に，法57条但訟の規定で，絶対

高 (20m， 31m) をこえる建築物の許可をしようとして

も，法58条は許可の制度がないから，前面道路が狭い場

合は，絶対高よりも低く押えられるという結果になる場

合がある。一般市街地ならば，当然そうあるべきである

が、その狭い前面道路に接して広い公園 ・広場 ・水面等

がある場合や，建築物が工業用施設で，敷地が広く，都

市計画的になんら支隙がないと認められる場合に問題が

ある。

もともと，法57条 ・58条は共に都市の建築物の容も1・

型態制限の主旨から，同一体系のもとに立っており，し

かも同一の目的に対して，この両規定が複合してイカいて

いるのであるから，上記のような，都市計画上支障がな

いような場合に備えて，法58条にも， ＵＷ 条と同様の但ｾ

の規定を加えるべきであろう。

第 4の湯合・…・・法26条で，木造のk E 築物は， 1鈎火壁を

もって，延べ国松 1∞Om
2

以内に区画しなければならな

いと，画ー的に規定しているが，例えば，平家建の皮革

工場や染色工場の ように，床面は水槽を主とし，加工品

は水分を含んで湿潤の状態にあり，そとに見られる可燃

性の鼠出物としては，屋根の裳板ぐらいのものであると

いう場合と，その他一般の場合とでは，火災温度にも延

焼の危険度にも大きな開きがある。

法規の規定が，ある程度ものごとを国ー的に鋭定する

ととになるのは，ー般にやむを得ないことであるが，科

学的な背玖ーをもたないで，画一的に規定しているのは大

いに : & 当性を欠く( 本来奥なるものを間ーに見て取倣う

のであるから，法のー理念たる正義に背反するが， ζ れ

は社会的な要求との l切にズレを生ずる) わけである。

法律規範として採り上げられる技術的基準は，ー般に

より科学性をもつものが望まれるところであるが，法規

の規定も，科学の水準の向上と共に進化していくととで

あろう。

×  ×  ×  

4.  以上のほか，問綴のととは，なお所々に見受けら

れるが，いかに整備された法規といえども，上述のような

1iJ] 1泌を全く無くする というととは，本来不可能である。

そとで，法の解釈の方法は，現実に法規が適用される

場合に，その必ｾ司が痛感されるわ け であるが，単純な文

字解釈によって，その条文; だけを読んだのでは足りない

場合に，

① その条文と他の条文との関係

① その条文の，その法規中における地6

① その法規と他の法規との体系的な関連

@  社会生活上の必要との関連

① ことに，立法の目的( 法のあ' 内11) との関連

＿，ｾ［について，諸方面から総合的に制楽し，論 理的方 訟を

用いて，妥当な概念構成に導くのである。とのようにし

て，法と法規との|日lのギャップを充足することが，法の

解釈の使命であって，それは，すなわち「立法者の% 1 :

志」を再確認するととにほかならない。

ととにいう「立法者の意志」は，もはや「現実の立法

者の，人間的な心理的意志」と見るべきではなく ，道理

・理的: ・論理により解明されるととろの「淑想化された立
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法者の，合理的怠志」を意味するものと解されなければ

ならない。そして，このような合理的意志は，現実の立

法者が予想しなかったような，社会の変イ立にイ下う新たな

法的課題に応す' る適応性と ijlil 力性をもつものである。

5.  次に，法規のもつ「一般的1確実性J ( 法的安定住lっ

と「具体的妥当性J ( 合目的性) の雨丑II 念を，完全に調

和させるととが，法解釈の使命だといわれていること

や i 公共の福利:J のための必要と，法を適用する程度

が比例を保ったものでなければならないという「比例原

則」の適用の問題等については，さきにn. : l 深 と社会」

( 1952.  V ol. 33.  2 月号 P 11- 16) において，計B稿「述

築行政のメモ」で触れておいたので，ここには重複を避

けたが法解釈者にとっては，政も霊安［な ｾ ｊｮｪ Ｇ ｩ である。

][  法解釈の 2. 3 の事例

とこでは，叙上のことがらを念頭におきつつ，法の解

釈をすれば，こういうことになるという事例を 2.3 掲げ

てみる。

1.  i 定着」について- … ・( ll の第 1 の場合に該当)

法 2 条 1 号に建築物の定義をして「娃鳴物とは，土地

に定着する工作物のうち … .. .J と脱定している。

この1Ei Dの窓l床について ，かつて次のような問答がな

された。 i 道路上に屋台応の籾方のようなものを建て

て，定iDの字義から逃れる志i:1床で， JUll 元に111をつけてい

るが，これは建築物か。」というのである。相手方は，

土台をア γ カーボル トで緊紡して，土地に附着した程度

のものでなければ，定着とはいわないと考えているらし

し、。

そこで私は，玉石地形の物置は建築物として倣われて

おり，しかも移転可能なものであるが，とれは土地に定

活するものとは云わないかと反! 日1した。

「土地に定着する工作物」とは「一定の土地に継続的

に附着して，簡単に所イ1・をi f! J ;かしfぜない工作物」を意味

するから， ) 彰式は屋台l出でも，物i白む! 皮の大きさでは，

もはや屋台l古のように，仁l常容劫に曳いて行けるもので

はないから，可動性を装った閥l元の車の有無などは問う

ところでない。容易に効かし得ない工作物を道路上に設

1喧することを禁止した法の;材料Iから具体的に判断される

べきで，その行為者が別の形式の行為を通じて法規の禁

止に触れることを回避し，しかも同じ目的を達し ようと

するのであれば，明らかに脱法行為であるが， この場

合，行為行の心理的な芯; 志をl総〈必要はなく，: i . Q; 法な建

築物によって生ずる社会秩序の附容を防止するため，ま

ず建築物を対象とする行政処分( 原状回復 ・除去fl 等の措

置) がなされるべきである。と答えたのである。

このような場合には，法条の全体系に注視を怠らない

で，条文によ って支えられた理論休系を充分に列1解し.

文字の意味を目的論的につかむこと，つまり，部分と全
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体の判断を合理的に行うことによって，このような疑問

の生ずる余地をなくすることができる。

なお「定着」の文字は令73条にもある。 i 鉄筋の末端

は・・… コγ ク9ート から抜け出さないように定諮し・・・

… J ， i … … 村: に定着される部分の長さを，その径の40

倍以上・・・… 」 とあるのがそれであるが， ζ の場合の「定

着」は通常語の意味に解すべきである。

このように，用訟が悶ーであっても，日liJ 者は法律学上

の意義であり，後者ーは自然科学上または常識上の意義で

ある。

2.  i 住宅」について …… ( ll の第 1 の場合に該当)

法29条は，住宅の日照について「住宅は， … ・ーその一

以上の関口部が日1 ¥1 ; 1 を受けることができるものでなけれ

ばならない。」と規定しているが，この 「住宅」には「

共同住宅」を含むかということで議論がなされたととが

ある。

紡t支予防対策で， IE l の一方では大撃であるが，他の一

方では菌治安の温床をつくっている観があることや， I災

山村住宅が日! 慣にめざめてきたととなどを思い合せ， 世

間の誤解を解くために「共同住宅の各戸も，やはり住宅

であるから， ｉｾ Ｚｲ＠ ]J'i li下式で北向の住室はいけない。」とい

う主旨で木造アパートの建設基準を作って指導したとこ

ろ，予想外の瓜む

「法29条は， 住宅 とあって，共同住宅とは占いてな

い。現に，法の別表第 2 を見ても( い) ( ろ〉の両以と

も住宅と共同住宅を使い分けている。」というのであ

る。

ところが，この: h l 、見は，用語が同じでも ，条文のwな

る部分に従って ｾｦｾＮ なる意味を含んでいることを忘れてい

るもので( これを同ーに解すべき必要がある場合は定泌

を用いるが，この定義でさえも，例外的の意味を持たせ

る必要があることについては既に法律学者 Ilf lにおいても

判決例によっても切らかにされているところである 。)

法別表第 2 は，銭円1規定の主旨に基く用途および形態fjjl l

限その他防災上の必ｾからの分類法が採られたものと解

すべきである。

念のために，他の条文を見てみると，法28条の「居室

の採光および換気」の規定で，採光については「住宅に

あっては% 以上」とあり，同法の委任を受けた令19条の

規定では，寄宿合・下宿を採り上げているが，ここには，

問符程度以上の条件を兵備すべき共同住宅については何

らの表示がないから，法のな志は，との場合「共同住宅」

の概念を「住宅」の概念の 中に含ませていると解するほ

かない。

また，令23条で階段の幅を規定して「住宅の階段( 共

同住宅の共用の階段を除く 。) のけあげは 23cm 以下. ..

…」と あるが，このカァ コ75 きは，共同住宅の概念は住

宅の概念に包含されるという前提において規定されたも



のであるととはりj らかである。

このように，建築基準法では，単体規定のうち，住宅

の内面的な機能に立到って規定した条文には，共同住宅

も一般住宅も等しく住宅という文字で表現している。そ

して ，集団規定のうち， 住宅の外面的な容積 ・形態の制

限その他防災に関する規定では，住宅と共同住宅を区分

して列記している。

このように見れば，法28条のみならず，法29条 ・30条

の「住宅」も同様に解せられるべきであるという結論に

達する。

これを Ｑ 首識的に考えても Ｑ 戸建の「住毛 ￭ｊ ・ 及 ｪｊｾ ア

ノ号ー トの「住戸」 ・木造アパートの「住室」などは，い

す，れも「住」に不可欠の3安E

しており ，少くとも，保健 ・術 生 ・快適等の「住」の機

能においては， .unw単位に共通性をもつべきものである

から，これらはすべて「住宅」というーつの類概念の中

に含まれる種概念であるにほかならないことを知る。

( 註} 法ｬｉｬ ｭｾ￢ の「住宅」の概念は以上の如くであるが， ι れは建築ｊｉｪ

踏または都市計画周知の 「住戸」に相当する。すなわち，乙の 「住

戸」という類概念の下K ，単独の「住宅」ゃ，共同住宅等の 「住戸

」など， ( 共同住宅のうち 1;: 註からなる住戸を符11: r住室J と呼

んでいる。) を邸概念として並列している。

きて，上述したと ζ ろは，法文11: 一定の初旬をJ I j いている勘合に

おいて，まず，その別事11をつかみ，立法者の合FJ ! 的&l 志を艦留する

乙とぞl ) ! ! し，同級の紛争11から，法文が，たとえ同ーの文字を) f j いて

いる勘 合でも ，そのＺｇ￭図す る脱念は ， 各ｴＱｾ処Ｈ民法・刑法 ・ 行政法

・ また行政 法 の中でも ｾ築法相訟 と都￯ｉｩ針価ｴＱ等Ｉのｦｩｉｩ別により，

まに，同一の法JIl ! ( 例えば，建築基都法) の中でも ，その興った部

分により，必ずしも同一でないという乙とである。

まに ，mrt 日が同一の場合11:， WI I l 学上の: W: ii 事と自然科学上または

常銭上の&l 磁との区別をするととは，常識ある 7H昔話巨ならば，それ

を羽過する乙とはとEいのであるが，なおー般11: ，法は社会生活と密

銭は関係をもつものであるから ，法文の技術的なj 目的をできるだけ

避け， ι れを通俗的なJl1請に接近させようとする主磁が有力であれ

ばあるほど，法律学上の概念と常識上の勘念との学魁的区別を IYJ 郎

にする必要があるわけである。

3.  r前面準 路」 について ・… ( 11のtfJ3 ， ｾｓＴ 各場

合の桜合と見られる場合)

法 57条は，建築物の「高さの限度」を，住居地域内20

m，同地域外 31m と規定し，との絶対日をこえる述築物

については，開条の但書の規定により - j. 互の! 8! 件を ii 埼

たす場合に限って，許可の途をひらいている。

法58条は「道路の幅員と建築物の高さとの関係」を規

定しているが，前面道路の幅との相対高をこえる建築物

については，前条のような許可の制度を別段に設けてい

ない。

すなわち，絶対高を こえ るものについては，法57条1l!

占によって，許可はできる場合があるが，法58条I'CI':I:.イ日

告の規定がないから，前面道路が狭い場合は，その方で

先に高さが決ってしまうということになる。しかも，両

規定は，どちらが優位に立っとも省いてない。

実際問題として，海辺の広大な土地に，高さが約46m

の工業用の建築物( 火力発宿所) について許可申請があ

ったが，前面道路としては，この敷地に沿って 6m 程 度

の道路が i 本あるだけである。法58条 3 ljl のがi定に基く

令 133 条の規定により，との娃深物の最高( 道路帽の 2

倍に 8m を加えたもの) は 20m となる。が，この場合の

高さに関する許可の規定は条文には，どとにも見当らな

い。

とのような場合，通常考えられることは，

1. 前面道路の幅員を 20m 伎に拡げるか ( 20mx 2+

8m= 4 8m> 4.(j m)  

2. 敷地内の前面の広大な空地を，道路があるものと

想定するか。

といったところであろう。しかし( 1 . ) の考え方は表面

合法的であるが，実』値不能であり ( 2. ) の概念総成は無

: l } : 味であり，ム日があると判断される。

ここで更に，どのように判断をし，推理を1)りかせて，

妥当な解釈に導くべきかを考えてみる。

法57条， 58条は，元来いす' れも，都市の建築施設に対

する容税制限 ・形態制限の規定であるが，とこでは，こ

れら同規定の背景となっているところの立法の趣怠にま

で遡ってみなければ，答は出てこないであろう。

ここで，訟の意図するところは，

知;1 に，占!I 市 の 集|韮|生活の密度を調整するために， 211

2築物の容Ll ・密度の規制を必要とし，その規制の手

段としては， ?e;: 1'J'i率 ・述べい率 ・向さの 11泊目立符をも

ってする。

第 2 t r . ，都i ' lj における日 !¥tl ・採光 . Jill Jrrl ，・交通調整 ・

災害防制 ｩ￭ ｾ ｲ［ の観点から，建築物の集合形態の規制を

必要とするものであるから，その規制の手段として

は，やはり，ｾぺい率 ・ 建築物相互の ｉｴｾ 隔 ・ 建築物

の形態( 例えば斜線制限による。〉等をもってする。

というにあると見ることについては異論のないところで

あろう。

なお， ｾ見イ ｦ￪ 各国に採用されているとみられる刻制手法

の主なものを分類して陶げると大体ゆくのようである。

1.  配 ii'l: 形式のかl 1liU

2.  断数の規制

3.  容1' ; ' 1*の税制

4 .  建ベい率の規制

5. 高さの最大限の規制

6.  道路幅員と述築物の高さとの関係の規制

7 .  敷地内空地の形状と建築物の形態との| 刈係の規

IIi U  

8. 1持地境界線と建築物との間隔の規制

いずれにせよ，結局は，建築物の形態に| 対する続々の規

制であり，との形態に関する規制には，上記第 1 ，第 2

の 2 つの目的が復合しているので，そのあるーつの規制

は，同時にある程度までは両方の目的に対して効梨を生

ず る結果 とな り その目 的と手段と の聞の関係は複合 し

ている。
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とのように見てく ると，法57条と 58条とは，共に上 ，ie

2 つの目的に対しては，同格の立場にあり，いずれの条

文が優位に立つといった問題は起らない。従って，法58

条は，高さの11刻限に関する例外を禁じる筋合のものでな

く，単に但替 の 「規定がない」場合であるから，との規

定のないところを布Ii 充して，具体的に妥当な解釈( との

場合は，制充解釈〕を行うととは，ー般に法の認めると

とろである。

絞よの判断を主主に して，前認の許可申;15の内容を検討

してみるのに，それは海岸に面し た 広大 な 敷地に， ヲE沼

周 の ボ イ ラ ー ( 高さ 42m) の上屋となる札嘆物( 高さ約

46m) を 辿設 し ようとするものであるから，これを前記

第 1 ，ｴｦｾＲ の規制目的に照らして考えてみると，この敷

地の位i世は， 一 般市街地 と契って，都市の人口干密度，周

囲にお よぼす日 ｈ ｾ . l ' *光の問題や，その他都市の交 通 ・

防災の問題につ いて，法が一般的に規制 している 主旨 と

は事情が大分興っ ていることを知る 。それ 故， との事案

に対しては，前面道路は現状のままで， fl 凋 /II処分を行っ

て も， 別 段附 害があ るとは考え られないから，法規の鋭

定はな いが法の主旨に反することにはならない。

条文のみに捉われて，目 的論的に法を解釈しな い行政

処分はiS法であるといわれているが，この場合は， j泊述

のようにして，法の同的論的解釈を行うととが妥当であ

るとの紡沿に導かれるのである。とこに到って ， もはや

敷地内に仮ｾの前街道路を怨定するというような擬ｻ倒的

羽 藤 文 男 君 を 憶 う

羽d転手' l . f " t 何よりもうにづ勤勉であり

誠 災であった。; 坂坂:("，ド1

に入つて泊か通ら六年' 絶えず鈴まざる

背斗をあtけた。すべての事例 につい

て: I l . . l 1 論付け，組織付けぬと満足出米

ない方で，訴を筋道立てるのは比較

的上手な方であったが，時には，相

当強引なこちつけもあって，そういう場合は声を大きく

し度目をJ l i ) ) ¥、に して布I i うという結決になった。時歴で見 る

織に， 自分がとうと思い込んだら 必ずそれを災行 してみ

せるという怠気込みで， よく勉強し，よく監理し，よく

考えた。デダインする場合も必ずーっの志向をもって盟

論的に組立て，その上に立ってグヂイ Y を繰返し，ある

程度まとまった頃，反省，検討が惨秘して来て，根本的

にひっくり返して，又ーから始めようとする傾向を持っ

ていた。 構 造デダイン! と傾 倒しては，ネノレグイにあこが

れ ，い ても たってもたまらず ，イタリ 一括の勉強を開始す
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説明をする必要は全然存しないのである。

( 因みに，神戸大学建築学科 4 年生について， E112在行

政 ・建築法規にi対する試験を行った際，上 ;1cの問j泌を，

法解釈の応用問題として出してみたとと ろ，上述の よう

な解釈を行って「許可される」と したもの6 1 %，条文本

イ立に見て「許可されない」としたもの2 6 %，その他 の 「

不 明J 13 %という比率で答が出たのであるが，とれなど

も一応，平均人の常識水準を知るための参考- ともなり得

るであろう ω )

( 註) 上述したと E ろは，結果において，r前面ii tl 路」という続念につ

いて ，r法律全体に通ずるものとしての訟昧J と，r前面; n路 ICよ

る商事の制限K 関し，前述のような特妹なl問題についてだけ，妥当

性を欠くと いう場合に捉えられる怠味」とを別典K 解した乙とにな

るが，ζ れは 「法的阪念の栂対性」を認識する E とによって，始め

て盟解さ れるも ので. WHI 上の紙念には. ' ml ?: .  c . うした相対性を

考えなければならない E とを，念頭にとどめるべきであるとされて

いる。

実際上のＱｉｬｾについて，われわれが ， 自分 の 概 念 ｉ ｃ 従って討と する

とき ，余 りIC妥当を欠〈結論 IC到達する婦合 ICI立，われわれは，邸

念構成のど E かに欠陥があるのではないかという ζ とICついて，き

らに法制の本債を明らか ICし，目的愉的な反省をしてみる乙とによ

って，そ の法主主における特別の続念を: rf . 識し ，如何 IC取扱いを鎌IC

しなければならないかという 考え方に到達する E とがある . c のよ

うにして，われわれ は，法的概念の相対性を明瞭 IC: r f . 泌するのであ

る。

そして . c のような特殊なケ ースIC特別の概念を構成して，それ

を，より円滑IC合法的なものとするためには ，建築法制 IC閲する規定

が予組もしなかったような特殊材料 ・構法・設計による 建築物，あ

るいは特妹 t.J. 環境，使J l j 状餓 ICある建築物等K ついては，それが当

該規定と同等以上のものであると主務大医または特定行政庁が認定

した羽合 IC . その規定のi白川lを除外するととができるように .11; の

巡イじが虫まれているが ，これは速からず災現されるものと 思われ る。

( 筆者 ・兵同i県建策主司I ・神戸大学工学部講師)

るといった工合であった。

一方，滋ぶプJ も決して人後に落ちなかった。こ れぞと

いうｼ決ｾ｛ｪ ｩ は必ず初日に凡にゆき，スト Ｓ ツプ ・ ν ョ ー も

ｾ かさず，マ ｙ ボが 流行れば Ｗ ＧＮＯ ボを踊るという風であ

る。冬休 みは飲か さずスキーに出かけた。今度北 アルプ

スに冬山 の犠牲者となり，若い噂い生命を絶つに子1) った

のも，マナノレスや陶Ｎ桜ブームの 刺 ｦ 践が 全然ｾｾ，［干していな

いとはい えまい。

一生を) I ! I じてあれ程甲斐々々し く1;/J き，自己に誠実で

剛直であった人も少いだろう。何としても惜しい事であ

る。誠に散 らすには惜しい生命であった。

( 西沢文降記)

略 慶 大正15年 3 月19日生

昭 和19年 <1 )J  大阪市立都島工業学校徒然科 卒

H白羽122年 3 )J  大阪高等学校文科乙類卒

Ue{羽 126年< 1 )-J  - * 京大学第 2 工学部主主梨学科卒

|昭和26f l二4 月 坂倉単三建築研究所入所

UH羽]32王|ニl ) J 2 日北アルプスで泊目w死去

担 当 建 物

藤田外科( 大阪市福島区) ，鈴木邸( 芦屋市)

塩野邸( 西宮市) ，武閏邸( 丙宮市) . 村 )11邸〈芦屋市〉

筑而観光ホテル( 改造) ，南海会官官( 大阪市難波〉

出野義製薬阿' 自



置理圏J j j t 置置圃. .  

回 建 物 各 面 の 受 け る 日 射 量 を 簡 単 に 知 る 方 法

任ti のm立， 傾flJ をもった平而11(. ある円 ｉｉ ｾｉＨ 入射する円射引を求め

るζ とは ， 計算I( よるとかなり百iI到である。で主るだけ illil111( 知るには

図式によるのがf. . t も使であると思われる。次点に示す日! ! ( { 日射図友は乙

のために作成したものであって， 平易な作図を行うととによって . c. れ

を求めようとするものである。 まづ図表と ζ れをmいて日射訟を求める

J5I.止を鋭明し，あとは例閣により実際の使m法の1例 を示す E とにする。

¥¥ 1. 日照日射図書量について ( 次民参! l 日)

京阪神地方を対柄、にして北総 35

0

の地点について作成

してある。本 ｾ Ｑ は在来のいわゆる ｮ ［ｪｾｉｉｉｉＪ ＡｪＡの他に水平面

口射11 l の値を，氾入したものであって，中心に立てたAi i '1:

材陣の長さは関中の日; 診の長さの単位長である。

水平面日射IJl J n ( cal/cm
2・mi n) は次式 { C より計t ; l

してある。

J R =J op sin Iz si nh 

J o:  太岡常数 1. 94 cal/c m
2
'm川

P :  大気の透過 ｬｦｾ h  :  木目品目Ilt

大気の透過不は冬李( 媛E号の場合) と夏季( 冷房の場

合) とでかなり差があるので別々に計算してある。夏季

は P = 0. 65. 冬季は 0. 75 をとって，垂直棒の位置を

通る日有線上r c . Zi :: ; j 守に目1取ってあ る。 J J l の値は J o. p が

一定なればif:j i3[ h のみできまるため，高度 h に相当す

1  

る同心円に J op si nl t
si nh を目盛っておけば，これ

が等日射虫1111総となるからである。したがって彬の先制

の拶の位置を知れば，この点を ｩｬｬｩ￯ｔｾ 事のまわりに回転し

て目縫線上までもってきて，そこの口盛を読めば，とれ

がその11寺刻の水平面日射i 11 ] 11 であ る。

S  2  任意な面に入射する日射量の求め方

水平面でない任意の面の日射受熱fl t J を求めるには，

その而上の任意図 ｴｾＨａ をそのｼ時 の太陽光線方 向で水平而

ょに射影した A ' を知れば

Ll I  

J =  A  J H  

として匁lることがでさる。

A' は太陽市Br . 方位 jfj に相当する方 Il' iJ になるべく速

くはなしてf11灯を置いて，それによ ってできる影の商秘

を求めてもよいし， {?J J題にあるように区l式に求めてもよ

し、。

l史|表はもちろん日影曲線として利用できるが，とこで

は日射f誌の求め方についての伊IJ)起だけを記すことにす

る。

S 3. 例 題

1. 7 月26日午後引時半. の太陽町皮，プ引な角度抜ぴに

閉村長の霊前彬の日 影の長さ如何。 ( 第 1 図参Jl. tl)

棒の先端iの彩の位置 P より，高度53
0

，方位角75
0

，

日影の長さは O P を日影の長さの目盛で読めば0. 75

2.  同日間 Ｑ 時刻ｾ，面積 ＱＰＰ ｭ Ｒ の陸屋板商に入射する日

射然温を求む。 ( 第 1 図参照)

O を中心，0  P を半筏とする円が夏季水平而日射虫

の目1宙線を切る点を読めば 0. 9cal/cm
2

・mi n= 0. 9 X

N  

m 1 図

。

W 

m2図

D  

600 =  54Dkcal/ m
2  

.  h  屋線全而では Q = 5 40X l OO= 

54000kcal/h  

3.  南西に而する 50mX 20 mの霊前壁面に同円同!時刻

に入射する日射熱量を求む。( 第 2図参Jl. ED

例 2 よりJ H  =  ＵＴ Ｐｫ｣｡ｬＯ ｭ Ｒ ・ ｨ ，次にこの ｾｾｩ￯ ＡｪＺ鐙の単位

而引の太陽光線による水平面投 Ｉｪｾ 而杭は次の如くすれ

ばよい。 ａｏ の ＱｾｉＺ￭ ，白に棒の単位長を一辺とする正方形

の霊前而をおく と，この日影は平行四辺形 P OA B と

なる。 ｐ より ａｏ に下した垂線 ｐｑ の長さを日ｾｾの長

さの口織で読めば 0. 650
したがって

A'  T_ _ I X P Q' _ _ n  r.::r::: T_._! >c， t，，.. 0::1 1  I  

J =": ' : ' -J H =一一一'J H = 0. 65J H = 3 51 kcal/ m
2

・h

ａｊＧ ｾ＠ ＱｘＱ ｊ Ｇｾ＠ - ' -- J "  - - -

Q =351X 5 0 X 20=35100 kcal /h  

4.  同日間| 時刻南西に面した傾斜30。の 50mX 20m の

屋綴簡の受ける日射熱量を求めよ。

J ) 1 = 5ω kcal/ m
2

・h A '/ A は例えばi欠のようにす

ればよい。 O より O Aに垂直に O C をひま < OC A=

30
0

にする。 C D で地面に接する 1111 ( A O) 奥行 A

C の傾斜而 ( AOC Dがその平而l亥1 ) の水平而投Ji 与は例

3 より分るように CP B D である。 P から C Dに下し

た ｒｾ 総を ｐｔ とすると ｐｔ ］ ＲＮＳＵ ， A C = 1. 97 

B  P  X  P  T  P  T  2.35 

A' /A  = 一一一一一一= 一一 = 一一= 1. 19

A Ox A C  A C  1. 97 

J =540X 1. 19=643 kcal/ m
2

. h 

Q = 6 4 3 X 5 0 X 2 0 = Mぬo kcal/h  

(1957.2 関西設備原論研究会 伊藤克三)
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ｅ誼 ｦｩｩｩｪ 圏 ｾ 置圃 . .  

固 騒 音 を 防 く に は 建 物 配 置 を 如 何 に す べ き か

1. 音源からできるだけ遠くへ継す乙と

音の ｾ ｔｉｬ さは距離の Ｒ 乗に反比例す るから， ＿ｔ 源 からの

距離 1m の点の強さのレベノレを LI ( db) とす ると距離

r  m の点の強さのレベノレは Lr = L ，- 201og，o r  ( db)  と

なる 。これは音源からの距隣が 2 倍に( 例えば 2，4 ，8，

16m，に) なるごとに 6db づっ低下することを表わし

ている。 ζ の関係は自由空間の点汗源を仮定しているが

，地上においても近似的に成立することが稲; かめられて

いる。

放に敷地を選ぶには騒音源となる幹線道路，鉄道，工

場等よりできるだけ離れた所を選ぴ，同一敷地内でも騒

汗遮断の '}l( 求の度合に応じてi ' f j"a裂を裂する建物ほど背源

より速くなるよう配置を考えるべきである。

この原則を忘れては他の如何なる手段を用いても， タj

多 くして功少きことを銘記せねばならない。

2， 騒音の遮蔽には大きなものが必要てある

かなり大きな附碍物( 建物または塀ぎn は騒 Ff を遮蔽

する効果があるから，騒音をかまわぬ建物 (U)i ! "，工

場，活衛|ii干) を音源に近い官¥I J に配置すれば，駁討に対す

るその建物の彩の部分はかなり i怜かになる。 しかし音は

光と巡って波長が長いため回折現象が悲しく ，光のよう

にIT' i ・進しないので完全に遮蔽することはむつかしい。ま

たこの回折現象は ｾｩ［ ，Ｈ 碍物の大きさにくらべて， i波長ーが短

い| 侍は小さいが，波長が長くなるほど大き- くなる。( 図

1) 

A、 / 、ず ¥ 正 、 、 品 々3、 ｾｾ ＧＢ 田 今

ｧ ｾ ｾ＠ ｾじ 笠 Ｑ 上
反政良 (3m以上} 中放長 ( 3. - 0. 3m) 短波長 (O.3m以下)

周波数1ω ~以下 1ω .ー 1∞0. - 1∞0. - 以上

図 1 波 長 の 良 き と 刷 折 の 状 態

放に遮蔽物は! C : f i 音の波長に比して充分大きいことが必

3Zである。 ととろが騒音は一般にあらゆる周波数の背を

含み， 低い周波数の音( 波長の長い←汁) をことに多く含

む傾向があるから，その遮蔽物の大きさは少くとも高5

3- 4m以上，できるだけ大きくすることが必妥である。

( 図 2，3)  

また，この ような逃蔽物は箪量ある密な構造でなけれ

ばならない( 例えば コンクリートプロックをモルタルで

仕上げる 針。 普通の板塀( トタ: Y ，スレート等) や樹

木等では大して効果がないことを注志する必繋がある。

図 2 防音壁 I立大きくないと効果がない

図 3 11、さな塀より大きな建物の方が遮蔽効果が大 きい

3.  建物関口部を音源に向けない乙と

建物内部に駁ff が7;( 入するのは主として IJ 日口部( 窓，

出入口，換気孔等) からであるから，駁71f をi狗ぐには出

来れば述物全体の関口を完全に角 ｬｾ くするのが ｬ 訟もよい方

法である。 一般の建物ではそうもできないから，駁T'fI涼

l乞 l打l っている而だけでも| 刻口をi i ] らぬよ うに したい。IJIJ

口は行以外の光，空気等の条件できめられるものだが，

条件の許す範囲で，開口のある壁而を駁iTW-;Iに j!i Jけない

ようにｾ物の平面 計 画と配置を考えねばならない。

また，かなり大きな壁面はよく? ? を反射するもので，

虚TT源を作るから ，近く に大きな建物等がある場合，こ

れに対しても充分注意する必要がある。

4.  建物内部の室配置においても音源より還くの室ほど

静かになる

との場合も 1 の原則を忘れてはならない。 ft 務{ に近い

部分はできるだけ廊下，階段，物世 主 ＿を配 ｩｾｾＨ し， j¥' N裂を

ｾする主要ｩｩ｛をそれらを隔て て 配 Ｑｾ すれば，遮 蔽の 効Ｊ

が大きくきいて騒音から隔離することが非常に符易に行

われる; ( 図4 )

65.5  

h
v騒

音

7 1  7 7.5  

図 4 鉄骨リ ベット 工事を騒音源とした場合の

災dUJ 航l

犯入の数字はその場所の騒音レベル ( P ho n )

Ｑ Ｉζ れを数値的 ｉｾ 決める方法は非常 Ｑ ＱＺ複線で ， 今後の 研究 Ｑ ＱＺ 符っと乙ろ

が多い。

2) 建築学大系8 P.52 (2 ・23図) P. 91  (4 ・15図)

3) 平 IJt I，'t . 建築学会研究報告t 1 l 34号. 30年9月関東支部

(1957. 2 関凶設備1 ) ; ( 論研究会前川純一)
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|紫煙室|

小 野 薫 さ ん を 悼 む

H 月11 日午後 1 1侍58分，工学時土小野球さんは逝去さ

れた。

剛1次，語務であられると共に，こと学術ならびに建築

の各而に関しては，際立って級密な叡智と，鋭い学問的

また実際的な見通 しをされる優れた才能を持った先輩も

遂に， とこ数年来の病苦に Ｚｬ ｴｾ えられず永眠せられたので

ある。

:仔命中の氏の業績の数々を今ここに思い湾べれば一一一

氏は力学的な天分が極めて豊かであって索l I i'f しい現論的

解析，特にラーメ γ 理論についての擁角法の完成を遂げ

た方である。捺角法に関して，その節点あるいは部材に

可能仕事( 仮装仕事〕の原理を適用，その際骨車11変形に

ついての迎合条例二を幾何学的に表現，変形法による! Pil 性

ｾ ｦ� 式のタテ方を完成された。

また ν エノレ (ν ャーレ γ 〉の} 1 J l 論に興味を持たれ， 日

本依初の球型ドームは小野博士によって行われたのであ

る。

ポIl にリミッ トアナリジス( リミッ トデずイン) の各国

の研究をいち早く日本に導入され，従来の構造物設計に

I処する不合到! の解決に先鞭を付けられた。

氏は荷量設計法こそ恐らく今後必ず何11寺の口か現設言1・

法の大半に代るととを信じて良き後紋者を滅されたので

ある。

ー顧みれば，小野さんは私をつかまえて，よく 言 ったも

のである。

「エンジニアは方程式を正しくタテるのが使命であっ

て，解の方法手段には興味がない」

正に，現に - i 欠方程式は相当の元数までf区気計算機が

解いてくれている。私のところでも，永眠された! ヨの 2

日i I i J にこの便利な椴械を利用して，今さら 氏の含を懐 し

く! 長じている次第である。

氏の学!日l的;Q.>Rの仕方は，まず紫uit しいテーマの選択

であり，またそれに取組むための政拐であるブJ 学的天才

がこのテーマを追求して解決し，常にスマートなｾ誕お

く能わざる研究論文の数々を生まれたのである 。

炉私は延嚇家としての小野さんだけを今ここに思い出す
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気持はまったくないが，氏自身も単なる学者としてでは

なく，むしろ，よきエンジニアとアーキテクトと学者 と

が自分以上のスケーノレに発展することのみを念願して，

常に教育される者の立場でm: を考え，数々の優れた桁導

と忠言とをもって後進学徒を導かれていた。

' 氏は厳格な御家庭でしつけられ，特に剣道の修事Rt r. 関

しては今l時では恕像もできないような' 切り返し 2 年1111"

の修業をされている。

それがど自分の基礎を築き，有形無形に氏の一生を民

き役立ったとして， j倣父の鞭に感謝さ れていた。

しかしながら ，氏の学生に対する態度は思いやりに満

ち，私からみれば放任に近い教育ぷりで，しかもそのう

ちに自分の思うところ，自分の自然に制Hわる人絡を学生

に組えつけるととに成功されたのである。

t H'C. ;KII I'tしい教育家として今さら氏の夙絡が懐しまれ

てならない。

東大， 日大の述築学生3苦手司も永久に忘れねぬ大先生と

して氏を慕ってゆくことであろう。

' 小野さんが充分お請のできる間にお| 限にかかったのは

去年の 10月が最後だったかも知れない。

そのときも随分荻えられた小野さんの口からは自分の

病気や環境に対する不満は少しもお Il¥l きするととがなか

った。

年来の友人や，思議を感じ自分をｾｾう多くの後進のい

ることの幸せをつくづくと感ずると，感謝の念で一杯で

あられた。

ほんのわずかの問に昏陸状態の小野さんにしか会えな

くなったことは，この上ない悲しみである。

炉 今日，遂に Ｑ 止を逝られるに及んで ，今さら感 慨 ｾｒｕｩ ｬＮ

まだど葬儀の i¥l¥fiiii にとりまぎれて追憾の数々を迫う |羽も

ないのであるが，年時を絞れば絞るほど似しい良きＹｌ ￏ ｉ Ｇｩｾ

である小里子さんの思い出はいよいよ限りなく私につきま

とうであろう。

氏の只稲を祈ってやまない。

( 筆者東京大学工学部教綬)



事 会

12日 4 時一一 5 時 半 於 会 館 会 議室

出席者 竹腰会長，東畑副会長外 4 狸司王，吉

岡兵庫支部長事務局 2 名

議事 ( 1 ) 新年午餐会の件各建築団体に諮って年頭

に合同の新年交礼会を催 し，協会単独の午餐会は取り止

めることにした。 ( 2 ) 事務局]隊員下JUJ : l ' t 与の件本年

は会館新設のこともあったので，特に予備費より若干支

出して地額支給することとした。 ( 3 ) その他 支部運

営の実状に鑑み，支部事務布Il Wlとして交付金の治級支給

方を考慮することとした。 ( 4 ) 入退会者詮衡の1 ' 1二

(  5 ) 報告事項事業，会計の報告が行われた。

議事終了後，竹阪会長から， ii 災後10年花任，明年70才

に達すること 多年念願の会館も新設をみたことを機会

に会長を退任したい旨辞意の表明があった。一同はま

だ会長の干E任を必要とすることも多いし，任期も残って

いることであるからと留任を懇話したが，更に後五IJ協議

のお り ｾ ， 日 ＱＱ 会長両名で改めて伺刊を懇 ｴｊｪ することにし

た。

定した。 ( 3) ｲ 大阪の建築」写 ｮｾ の ｮ 大阪の ｦｦｬＳ 誌

についての写只集を出版してはとの提案があったが， JF  

細の検討は次回に譲るととになった。

( 12月分)り便

. A.  

口

A

令

官

E里

編 集 委 員 会

幹 事 会

6日 5 時一一 8 時 於 会 館 会 議 室

出席者佐野委員長外 4 名 事 務 局 3 名

3 月号の予定「ラ イフのある建築」企闘を 4 月に延期

し 3 月は「住宅特集号」とするととに決定 して，臨談

会，本文記事その他編集企画を務議決定した。

本 委 員 会

8日 4 1時一一 6 時 於 会 館 会 議 室

出席者佐野委員長外 8 名 事 務 局 4 名

議事 ( 1 ) 正月歴史特集号経過報告。 ( 2 ) 2 月構造

上の訪問題号経過報告。 ( 3 )  3 月住宅特集号ィt 悶 幹

事会に於ける務議案を itli に協議のよ，企闘を具体的に決

定した。 ( 4 ) その他 なお 4 月「ラ イフのある述書結」

特集号に関する企画，造図，庭園に関し ての合同，来H品、

の大型化，レイアク トの校術上の訪問題などについて意

見の交換が行われた。

建材審査委員会

7日 2 時半一一- 5 時 於 会 館 会 議 室

出席者 白 痴 委 員 長 外10名 事 務 局 2 名

議事 ( 1 ) スローノレ審査の併ニ 申前者から説明をi泌取

して質‘ 疑応答を行った。本件については分科委員会を設

けず，次回木委員会に於て更に審議すること とし た。

( 2  ) 焼成 ヒノレ コジ審査の件 巾読者の説明をi民lいた後

7 名の分科委日にその審査を委l腐した。 ( 3 ) 下回式エ

出 版 委 員 会

1日 1 時一一 2 11寺半於会館会議室

出席者奥島委員長外 6 名 事 務 局 2 名

議事 ( 1 ) r床の仕上」に関する件問題の取扱い方

について検討審議した上，床仕上について「塗りもの」

「張りものJ rmきもの」の 3 純に分け， r! J J Xきもの」

は装飾に入るものとも考えられるので附記程度の取扱い

とするとととし， 他の 2 秘について夫々委只の分相 と進

捗方針を若手議決定した。 ( 2 ) 前建築寸:r工の件 'J t般保

影の吉村邸写真の rj : t から編集委日会へ鋭出するものを選

守

広

島

で

男

声

』

と

御

伺

ら

也

下

さ

れ

は

集

レ

い

力

タ

ロ

匁

回

目

鼠

努
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持
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事

司
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ラスチ ックメタノレ審査の件 申約者ーから一応の説明を受

けたが，次回更にii1'細の説I!tJを総くこととし，審査のた

め 6 名の委員を分科委員に委制した。 ( 4) エマノレ Dν

シ総統審査の件 背田委員から建設省建研の剥査につい

て報告があったが，一応良好と認められるも被肢の弱い

欠点もあるようである か ら，更に次の;機会の報告を待 っ

て再検討をするこ とに申合せした。

同ビニローゼ審査分泌会

7日

1 時一一 2 時半

5 時ーー- 6 時半

於会館会議室

審査に当 って，俊良と認定する基準をどこにおくか，

他品と比較して，その判定の線を如何に定めるかなどに

ついて長時間怠見交換の後， ピニロー ゼおよび ヒ・ニロ ー

ゼ 持410 について審査の上，これを俊良と認めることに

決定し，その特徴点を夫々認定した。

法 規 委 員 会

21 日 6 1侍一一 8 時 於会館・談話室

出席者 中沢委員長外 9 名 事 務 局 1 名

議事( 1 ) 駐車場問題K 関する件委員長から従来検

討したこ とを一応線めて発表 し，全員 これを諒承した。

よって，この趣宵による報告訟を作成することとして，

その起草委員に山田〈忠) ，池田，大塚の 3 委員を委l麗

し， 1珂年 2 月中にこ れを緩めることにした。 ( 2 ) 懸案

の問題処理にl刻する件各問題について原案の提出者を

改めて決定し，相当者は夫々とれを準備iすることになっ

た。 ( 3 ) 欧米に於ける最近の建物の高さについてのi f . f j

［￯ＡＪ委口 から欧米 ， 特に米 国に 於ける最近のｾ物 の高さに

つい ての傾向に関する視察談を-fFo1った。

会員グループ世話人懇鎖会

13日 6 1侍一一8 時 於 会 館 集会主

出席者 世話人11名 事 務 局 5 名

簡単な会食を共にした後懇談を交わしたが， 会員地

加のために会の運営について各人から熱心な: ' W: 見が述べ

られた。官公庁では全国建設技術者協会に入会の問題が

あるため ， 建ｾ協 会 としては余程魅力的なものを持たね

ばならない。協会の特色は見学会 と会; ぷこある。見学会

については，見学に出I1百できない者のために見学建物の

梢々洋納な見学記事の発表をして欲しい。また，会誌に

ついて新建築物の批判記事の掲載，特集型式の丙検討な

ど。また委員会委口に若い人を更に多く委嘱するこ と勾

々について意見が述べられた。

見 学 会

i  0氏 3 兄弟の家」見学会

15日 2 時 一- 4 時 参加者30名

羽衣町南海線に近い同却に集合して設計者日建設計工

務の31i 袋技師から設計概要と施工者大林組北野主任から

施工概要について説明を聡く。兄弟で， ーの営業を共同

絞営をしている間柄とはいえ ， ｾ ま』丈ーを有する Ｓ 家が ＭＪｬ

の家で共同生五I? をするという都市では駆めて利? な例であ

るので，設計上大変 J小心があったようで， 1階下を共用の

場とし| 格上を全部各例私的の施設に充てている 。各家が

比較的少い負担御lで完全な設備ができるという利点、は，

共同生前における トラ ブノレがなければ淘に結構なやり

方だと思われる。各 を には宅内屯話と非常 ｾ 報設備があ

り，暖房は師射 ｩ 慌Ｗｬ＼先全自動二 Ｑｾ［ 式強 制 循環方式の由で

Ｑ 階は Ａ ネ而 に Ｒ 階は 天井面に ｩ 没 併有されてい る。 外ｾ・ は

概ねコ γ クY ート. j l・1.&しの ν リコ/ ' f 1 ! . ，内弘- は各種各絞

完全設自HI の仲々立派な邸宅である。見学後一同茶菓の接

待を受けながら暫し歎談した後，関係者?にF7. く淵，むを表

して散会した。

忘 年 懇 親 会

18日 6 1時一一 81時半 於 燃 泉 院l

恒例となった会日忘年懇親会を，本年は日木料J l l ! の阿

倍野鍛泉1:)，;: 1で，会貝有志の後援並びに商品寄II刊によって

賑やかにI)IJ 催した。定支u過ぎ， 111本実行委貝長の IJfJ 会の

挨拶と竹限会長の年末の挨拶に次いで日円安。 ｾｩｲ Ｇ 妓 の ｾｭ 踊

TRADE ｖｾｬｾ＠ MARK 一一

世界のヱプ! 待望1
関 西 販 売 代 理 庖

株 式 会 社 菅 薗 庖
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会貝有志ののど自慢，寄贈商品の .f1JI 銭と 盛沢山の余興で

ー・聞の感興大いに上る 。速く桝l戸，京都，和歌山から の

参加者もあって， 久澗を叙するもの，飲談に興ずるもの

できた・声随処に湧き献酬また甚だ燐んで大賑いであった。

仲々興も尽きそうでなかったが，定刻の11寺聞も近づいた

ので名残り惜しくはあったが，伊東理事の発戸で協会の

万才を三" E : し，会員懇親の突を充分来して散会した。当

日会する者 160 余名 2∞畳敷きの大広間も狭いばかり

の大盛況であった。

正 会 員

小 泉 為 治 郎 君

逝去さる

正会貝小泉為治郎君には予て病気療養中のところ，

1 月16日阪大病院に於て逝去された。 享年53才。 問

者は本会にはij 災後の入会であ ったが，再三の羽田ピ

ーノレ K K吹田工場の見学会については常に多大の御

尽力を減き，協会 としては大変御便宜を得てい た。

未だ春秋に富みながら突然その御3ト報に後して淘に

痛惜に ｴｊ ｟ ｾ えない。ままにその御池拶と時 ｪ 涯を掲げて衷

心哀悼の意を表す。

略 慶

大正13年大阪市立工業学校建築科卒業

大正13年大日本麦酒株式会社機械諜入社

現 在朝日ビーノレi株式会社機械課長代理

昭和26年 一 級 建 築 士 登 録

兵 庫 支 部

「蓮華廷の歩み」講演 と映画の会

1日 1 時半一一 511寺 於 生 EU公会主'

本会兵庫支部と学会近倣支部，建築士会，札喋会，建

設業協会の共催，本会後援で下記の講演 とl決摘の会を催

した。参会者 l80 名に及び非常な使会で，一同に多大の

感銘を与えた。

講 演 「世界の建築の歩み」 講 師 東 畑 謙三氏

| 決闘1 . 室町美術

2. 校時!t 宮

3. 1923年の日本の大地辺

4 .  近代建築の歩み

ユ ー ス

- 岡山県建築ー|←会では， 2 月19日から 6 日u礼 岡 山 市 天

満屋百貨庖 5 階催場にて， r建築展」を開催す る。主

要皮示内容は「独身者アパート」 。

・石原産業 K Kでは，昭和31年12月，松)11- '夫氏，石原

健三氏，両氏が新たに取締役に就任。

・ 「現代ドイツ建築展覧会」が， 1 月15日より 6 日nn，

東京三越 7 階にて開催された。

. K K大林創lでは. 昭和31年11片29日，株式総会を行い

取締役および!f. i査役の改選を行った。新しく常務取締

役に ， 五 Ｍ ｉＧ Ｉｊｾ 芳鰍 氏， 桜井虎男 氏が就任された 。

・石原商事 K K新発足一一昭和31年12月10日より K K新

生社は ｾｻｊ 己Ｚｦ ｊＺ 名にて新発足の運びとなった。

・サγ エス石官 K K大阪事務所長に昭羽]31年12月，村上

一郎氏( 取締役) が就任。

カ 笛 絶 セ ラ ス ト ン 磁器のテラゾー

ラ 士 讃 セラ プ レート 陶 樹 脂 板

ダ l 塗 汚 力 印 越 高 セ ラ コ ー ト 陶砂洗出し

津E  合 ン サ る れ - I、吋υ ・/・/ セ ラ ス キ ン 液状タイノレ

浜

名 シ テ ぬ フ l床 脱

会 ネ ド ツ 耐 色 壁 製造. ｾ坂 Ｕ Ｇｴ［ Ｎ ｋｋ 矢橋 大理石 ｒＺ ｈ 厄

社 ツ の ク 火 l の 変 製造. ォ Dエンタノレメタノレ K K

f話ll1Hl 門閉 ;;f ス 保jJ||りり出λ  J  I  サ 壁 ti材 一商標登録 ・一実用新築

ン 砂 ぬ 山 本 窯 業 研 究 所

家 1HミlT' 商商 ル 大阪市北区芝田町63 ・@3331 - 2

二 都 九ニ ド タイノレは当所関西タイノレ商会( 山本窯業磁庖改称)

0 家 庖 にて良品と誠実をモット ーに販売致して居りますか

番 港 ら粉々御下命の程御願申上げます。
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関 西 建 材 協

特 別 展 示 会

2 月中旬を期し 7 日間 1 階北室中央にて下記安倣. で開

催いたします。期間中多数御来観下さいますようお願

いし ます。

J己

1 階北中央に凡 5 尺 X 10尺の台上に展示。

出展社 K K室谷簡l苫，林ベニヤ尚会， K K 日比口

間lE，太平ペニヤ製造K K，丸中木材 K K，

K K平安建材商会，住友材業 K K相11戸営*ifr

出品秘目 ピオンパンネル各種外，テックス ，ベユヤ

材ボー ド，ホモグ: / ，合板， 11't j反，繊*IH反

サンライ ト，フロ- ! l : / グJt 1也了定。

開催j切nil 2 月12日- 19日7 日間予定

会 の 催 事 予 告

建 材 説 明 会

Z己記特別展示JUl 問中，建築会飢 4 階にて建材説明会を

開催いたします。

との催は去る 27年より傍年引統さ挙行，f I J 回好吉平を得

ています。今回は 5 回目で，目下のととろ新材スロー

ノレ， ｦ，ｻＮｻｦＨｬ ｊｾ 材ジ ｙ グノレ ｊｴ 仙を予定して い ます。

以上 2 つの催 しは全会民主J i . れなくお知らせするととが

出来ないかとヨ5・えますので，会館地下の談話ー室テ レビ

術1rt 労々 2 月中句ごろ時々御来館下 さるようお待ち致

します。

信 用 と 誠 実 を モ ッ ト ー と す る ・ 建 材 1 0 0 社 の 見 本 が 一 目 で 見 ら れ る

⑨ 
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関 西 建 材 協 会 ・ 12 月 会 報

理事会 3 日正午- 2 時

理事長外 Ｑ Ｐ 名出 ｊｾ ｩＧ［ Ｚ ，下記の通り報告並容議した。

報告事項 建材特ー集号掲載の件，名簿印刷の件，秋李

大会鉾鶴見学終了，展示場紋様経過，米観者状況，午

ｾ会終了 ， 三重県士会建築展出品経過，側 ｩ 品購入と造

作1' 1 支出の件. 11月会計状態，会民グン トクネ土新設拡

張祝怠の件等。

協議事Jf i 忘年会は協会催に合流の件，新年宴会開催

することとし，村田委員と事務局長ー任した，特別展

示会 2 月開催決定，年度内実施予算 ・事務局長説明諒

/ 1 - . 事務局下J明党与 1 グ月分支給決定， 会内顧問絡

予選協議次回廻し市合せ，理事船津稔氏辞任申出あり

iiJ i( . i j l ' . し次年度改選まで補選せぬこととした。岡山県| 噂

覧会並びに岡山建築士会より申出の展覧会出展できる

限り協力するととを申合せた。

以上終了後. 1尚山より来阪の川野以述? 1 ' f深 比 浅 原 係

長. 111本主事並びに岡山士会長高原一秀氏を紹介，趣

旨説明あり一同諒承した。

新年宴会打合せ会 20日正午- 211寺

ltf 木副会長，室谷理事長，金光総務部長，村田型車，

事務局長会合，下記打合せた。

会場の都合上. 50人を限度とする。招待者数，福引，

会貝中より景品を募る，共他。なお各関係団体共催新

年交礼会開催の件，建設業協会50周年祝賀広告承認の

件，建築と社会誌上広告の件，等々。

スヰート ・ カタログ ［ｾ 飛訳打合せ。 ＲＷ 日午後 ｇｉｉｾ Ｍ Ｘ 時大

|奴i町民事務所井上技師， 凹! :; 応用出張所JtE木主1: 日，事

fJjr.;] Jえは西区京町郷かねせでi並行方協議した。

日 誌

4日 日宝蛭石K K より建材審査申込みを受けた。

新住宅雑誌に展示場広告申込みをした。

5日 大手前社会保険出張所係大林_ i )J夫吏貝来会，か

ねて申請中の本会事務l隙口健康保険等1. m入の件につ

き調査あり事務局長面按必355を鋭供した。

6日 午後事務局長，東洋々瓦株式会社にl'" 木副会長

をみIj ｴＺ ｾ ｴｊ＠ . 会務報告と諸般JT合せし談話室調度品，紅

茶用陶器を名陶出張所にて購入した。

8日 建設産業新聞社に広告掲載依頼。

10日 村田理事，事務局員 3 人，南区河合に至り新年

会下11合せ。

12日 事務局長，日本板硝子本社行，木村部長並びに

会長訪問，報告並びに新年会出! 前打合せ。流l必のた

め女子事務貝 3 名病欠。

13日 建設新聞浅田社長来会，広告掲械の司王約す。

15日 建設工業新聞社中山関西総局長米訪，広告J副主

の件協議依頼。

17日 女子事務員全員 ( 4 名) 流感に倒れ事務支障の

ため笠原副理事長と協議 し，田島応用大阪出9E: 所女

子事務日 1 名の応援を願い本日より来会 1 階受付

事務を依頼し鹿内主事を地下室に配した。

18日 和歌山 日本建築協会支部役員架林，島村. - M野

児島 4 氏* 会，展示場巡覧，将来説明会IJ IJ催等協議

した。当夜，建築協会忘年会出席のため室谷理事長

事務局長外 51時より天王寺僚泉閣に至る。建材会員

Il lfr'j 'i 者も相当あった。

19日 女小事務貝 3 人出勤したので凶応応用化工より

の応援女子娘は18日迄とした。誌上より御j写ti; に対

し深謝 l事上げます。

20日 事務局日制! 康保険iJrr人の件，本日許可書入手 し

た。

26.  27日 本会展示場ほか全館窓Wr i'Hl ，: . のためケント

クネ上より 10人米館終了。

26日中山会計部長来室，会計事務検l刻。

28日 大阪市大住居学部より依頼の卒業見込者 2 名 *

会，浪速合板K Kに就職斡旋した。

徳島県士会小林理事来会，建築学会主lこイ涯の主tt 銘文化

反出品方イ削 ｾｩ あった。

29日 日本似硝子 K K大阪3芝居 中村氏来会，特 別展示

方附出あり 1 階展示場予定にて協議した。

木目 ，仕払を了したので全館掃除後 1 階に餅飾して

年内の事務を終ることとした。

下記各社より本会宛年賀状を頂きました。各社の御

発展を祈り御礼申上げます。

32年年賀状 社名m'il!t持{:&1私的

オリエンタルメタル製造、臼iII 化学、日本エレベーター 、積水化学工業

大阪ｾ装工芸 、 吉野石官 、 シ フヵー工来 、 大仏組、 ｉ 羽車 ｬ 化 Ｚ ｣ 、 前日谷商応

川 上ｾ料 、 ヱＱￆＮ社、野沢石料 、 山下両路、井上工材 、 オリエンタル ｅ 駐車 Ｔ

JUl 硝子、浪速合似、制} 1 ' ビ ニーJ レ、司!I II! ペイン ト、伊公製| 匂

ニm盛装備工業 、日J ; : 綬石、東日本化学、日本レイ ヨン 、金剛商会

大阪生コンヲリート、ケントヲ 、東洋スレート 、大串1商会、山崎産業

大日本塗料 、中西濃背、立工i ! l 111、山中製作所、泉石糾工業

以 上
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電 話 f{ l 悶倉@J 3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐郷通大同ピノレ 7 14 号

電話土佐婦 @ 1 5 6 8 ・1569 ・2 5 9 4

札 幌 ・北 四 ・西 凹 ( 札 幌 駅 前 )

包 括 札 幌 ② 0010 ・0956 ③ 4661

東 京 広

大 阪 庖

庖本

キL 幌 庖

所

所

所

業

張

張

営

出

出

沢

井

松

金

福

高

l暖房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 工 業 設11m

段 ｾｴ 施工
暖房 ・冷房 ・衛生 ・水道 ・電気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

篭 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

社

.0、

::Z;I;: 式株業エ賀5頁

大阪市福島区堂島浜通 4T 自

包 括 @ 代 表 1 1  7  1 務

東京都港区芝田村町 6 丁目 電話⑬代表7151

名古屋市中区材木町 1丁目 電 話 @ 2780 

京都市下京区烏丸通松原下ノレ電話⑤ 1989 

神戸市生白区北長狭通2丁目電話③代表5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ② 代 表4735

東 京 支 庖

名古屋支1;5

京 都 支 出

神 戸 支 庖

福 岡 支 応

三機工業株式会社大阪支庖

大阪市東区南麗橋三丁目壱制 ・電話代表26
局窓晃

本社東京都千代田 区有楽町壱丁 目十務地

支庖 ・出張所名古屋・福岡・札幌・ l広島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中津・ 六 郷

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置

空 気 調 和 装 置 及 衛 生 設 備

設 計 施 工

社材建

株式

会社

社

A -

:;z:s; 式株

大 阪 支 庖

大阪市北区中ノ島三 丁 目( 朝日ピノレ九階)

電話 北 浜 ｀ ＱＳＳＴｾＸ

本社及東京支庖 東京都中央区八重洲三丁目七

営 業 所 名古屋市中区西万町二丁目 ー

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通二T 回五一番地

電話福島⑧ ＳＴＱＶｾＸ Ｑｬ寄
東京事務所 東京都港区西芝浦三丁目 一番地

電 話 三 国 @9  3  7  1 番

地

番

地

帯

三

番

詩

4

番

三

-
e

‘
午

、
、

-

4

4

U

T

I

-

-

可
，

叫

可

i

ノ

1

w

力

E

工

由

間

引

ト

一

円
，
b

丁

3

;

・

l

俊

一

一

]

町

八

5

生

工

北

9

木

3

通

街

'

庖

毒

山

儲

ダ

I

M
①

薗

1

臨
時
，

上

@

医

谷

下

町

J

U

計

中

昭

島

時

四

腿

元

，

.

福

福

恥

生

房

設

柏

木

長

市

B

剥

話

市

話

"
口
内

社

阪

話

京

戸

冷

油

大

電

東

電

神

電

媛

恥

社

備設生衛
柑

施

晃

房

計

=

一

冷

設

房暖

工

商

大阪市北区堂島北町一四 ⑧代表7031

東京都港区芝琴平町四O ⑮8478 ・1470

名古屋市中区新栄町 二 丁目 ー③ ＱＸＲＰｾＲ

福井市宝永上町一O 五 ②1596 

広島市石見屋町五五 ②1773 

福岡市楽院大通一丁目一七 ①1158 

ゐ‘

ｾ＠株式会社

本 社

出張所

AI 同

= t  
株式会社

広

本

支

出張所

2  



空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

暖 ・冷 房 ・空 気 温 海! 度調整装 置

東洋キャリア工業株式会社

工施言十設

庖

大阪市北区堂島船大工町五三番j也( 毎 日大阪会館内)

電 話 大 |奴 ⑧ 局 代 表 8 3， 5，6

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 兜町三丁 目二四器地

出張 所 名 古 屋 ・九 州 工 場 足 立

支阪大高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中 ノ烏 3 丁 目 3 番地 ( 朝日ピル 7 階)

電 話 北 浜 ⑧ 1 3 3 4 - 8 ・7 3  5 9  

社 東京都千代田区神田駿河台 4 丁 目 2 番地本

f生

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

必』

ｾ＠

雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 北 浜 ⑧ 5 2 7 3 - 5 2 7 5 ・4 2 4 1

営業所 東京 ・神戸 ・岡山 ・小倉 ・札幌

電 気 工 事 設 計 施 工

変圧器電動機電気冷蔵庫

電 気 洗 酒 機 販 売 修 理

藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 五 四

電 話 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1 ー 5 呑

場 大 阪 市西淀川区御幣 島東一丁 目ニ0

電 話 淀 川 ⑨ 3 4 7 7 ・3 4 7 8

東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡山・ 広 島

浅 海 電 気 株 式

正海浅取締役社長

エ

工

営業所

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

電 気 霞 備 工 事

霞 針 ・ 施 工

騰

大阪市北区曾綬崎上一丁目四一

電話 大阪 ⑧ 8131代 表 - 4

東 京 ・ 新 宮 ・ 御

村

. 6.  

7 '  
取締役社長

社本

社

大阪市北区中之島三丁目 三 朝日ピノレ 6 階

電話 大阪局 ⑧8851番 ・@9531・1334・2351

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 リ 四丁目十一番地

電 話 大 阪 局 @ 0 1 4 0 ・4 5 9 5 ・7 5 6 3

..0.. 

' ;Z:I; 株 式

. t=:  

ｾ＠朝 陽 電

社本

営業所

坊蛍業所

株 式 会 社 野 所業

電 気 工 事 設 計 施 工

エ上

λ 三 菱 電 機 製

N F ノー ヒュー ズ 分 電 盤 N F ノー ヒュ ー ズ 配 電 盤

鐙 光灯 ・モー タ ー ・変 更 器 ・冷 暖 房 ・エ レ ベ ー タ 一

三菱電機株式会社元扱后

株 式 会 社 立 花 商 会

大阪市東区南本町 二丁目四三番地

沼 話 本 町 ⑧ 0 3 2 3 ・1 5 7 5 - 9

取締役社長 野 上 清 二 郎

本社 大阪市東区北浜三丁目四七 電話北浜⑧ 7TJ - 3  

支 后 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 東 ③ 5 0 1 0  

支 庖 松 阪 市 本 町 電 話 1  3  

出張所 東京 ・名古屋 ・神戸 ・直方 ・田川 ・大分

C ONT R AC T OR  PAI NT I NG 

負請事工装主主

工業用及建築用各種石灰製造販売

小 野 田 セ メ ン ト 特 約 販 売 );5

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

庖塗 装林

式

社

株

会

大阪市北区曾綬崎新地 三丁目五十三ノー

( 市電桜橋停留所前) 包務大阪⑧1274- 6

支 底 ・徳 島 ・神 戸 ・姫 路 ・東 京 TEL. 大 阪 @1756--7・東 京 ⑧ 1335

3  



ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 と 工 事 は

k. k. 井 上 浄 夫 商 后

k. k. 石 田 建 材 庖

日 本 涯 膏 工 業 k. k. 大 阪 営 業 所

日 本 建 般 興 業 k. k.

日 遷 化 学 工 業 k. k. 大 阪 営 業 所

日 新 工 業 k. k. 大 阪 支 広

東 亙 工 業 k . k.

オリヱンタ) 1 ，. アスフアルト工業 ｾＮｫＮ＠

大 阪 耐 酪 工 業 所

大 島 応 用 化 学 工 雛 k . k.

カ ナ ヱ 商 l古

米 国 工 * 所

大 建 化 工 k. k.

高 野 ア ス フ ア ル ト k. k.

田 島 応 用 化 工 k. k. 大 阪 出 58 所

k.k. 大 和 商 会

内 外 工 業 k. k.

中 西 渥 膏 産 雛 k. k. 大 阪 営 業 所

k. k. 長 野 商 鹿

内 国 商 会

徳 本 石 油 k . k.

k.k. 久 保 商 庖

マ ル ヱ ス 工 業 k . k.

丸 普 石 油 k . k.

松 本 涯 育 工 業 k. k. 大 阪 支 広

前 回 商 腐

k. k. 双 葉 商 会

k. k. 工 英 社

k. k.  工 量産 社

枝 松 商 会

勉 化 工 板 製 造 k.k.

朝 日 涯 膏 k.k. 大 阪 支 庖

箇 和 建 材 工 業 k . k.

共 栄 渥 膏 工 業 k.k.

k . k . 木 下 種 三 商 庖

k . k . 明 正 社

清 水 興 業 k. k.

k. k. 新 光 商 慮

中 出 商 会

一 信 工 業 所

有 限 会 社 小 野 甚 商 腐

k. k. 浜 原 . 商 庖

青 盛 建 材 k. k.

古 市 断 熱 工 業 k . k.

正 和 衛 事 k. k.

4  

ス フ ア ル ト 同 業 会 関 向 竺.

大 阪 市 西 区 江 戸 羽 田 下 通 1 丁目 7

大阪市東淀川区元今里 北 通 1丁目 31

大 阪 市 北 区 富 田 町 4 0  

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 東 淀 川 区 掘 上 通 3丁目 3 9

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 40

大阪市福島区上福島北通 2 丁目 3 1

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 2 丁 目 1

大 阪 市 北 区 浮 田 町 8 2  

大阪市城東区野江東之町 4 丁目 104

大 阪 市 北 区 空 心 町 1 丁 目 3 0

大 阪 市 天 王 寺 区 南 玉 造 町 43

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 町 1690

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 上 通 2丁目 42

大阪市西区京' 町掲上通 1丁目 14

大 阪 市 南 区 高l 津 四 番 丁 7 3  

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 丁 目 51

大 阪 市 北 区 老 松 町 2 丁 目 7

大 阪 市 北 区 中 之 島 6 丁 目 8

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7  

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 T 目 52

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

大阪市福島区上福島南通 1丁目 15i l

大 阪 市 南 区 長 婦 橋 筋 3 丁 目

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 7 丁目 45

大 阪 市 西 区 江 戸 婦 北 通 5丁目 35

大阪市東淀川区木 川 西 ノ 町 2 丁自 6

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 2 4

大 阪 市 城 東 区 西 嶋 野 6 丁 目 4 3

大 阪 市 北 区 道 本 町 4 1  

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 西 区 南 郷 江 一 蒋 町 1 4  

大 阪 市 東 淀 川 区間 川 通 5 丁目 91

大 阪 市 東 区 船 越 町 2 丁 自 34

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 南 通 5丁目 35

大 阪 市 北 区 ・樋 ノ 上 町 4 5  

大 阪 市 北 区 鶴 野 町 3 J  

大 阪 市 南 区 泡 町 通 2丁 目 1 3  

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 庫 区 神 田 町 ・ 4 3 9

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ・1 0  

尾 道 市 若 宮 町

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

高 松 市 天 神 前 2 2 0

松 山 市 一 番 町

( イロハ胤)

(44)  3520 ・4564

(37)  3340 ・3505

(34)  '1804 

(23)  2771- 2 

Ｈ ｾＷ Ｉ＠ 1380 ・1802

(53)  5281- 3 

(45)  914- 5 

(53)  4050 ・4190

(37)  1333 

(33)  3679 ・4481 ・8471

(35)  2922 

(75)  7271 

(47)  3131- 2 

(44)  2148 ・4164

(44)  809- 10・1773- 5

(64)  1588 ・1905

(64)  3434- 6 

(34)  4305 

(44)  853 ・5196

(36)  9∞・ 2841 ・2966

(53)  9515- 6 ・9585

(34)  207- 8 . 4836- 7 

(45)  2360 

(27)  1251 ( 代)

(34)  4230 

(44)  5223- 4 

(37)  3375 

(66)  8861- 2 

(33)  44印 ・ 8288

(34)  8643 

(37)  1746 ・50回・ 8743

(53)  4520 ・8401

(37)  6002 ・857

(94)  4255 ・5727

(44)  5408 ・5486

(34)  ＸＱＵＷｾＹ＠

(37)  1お3 ・2933 ・9377

(26)  7195- 7 ・4464

濃川 ( 5 ) 4630 

元町 ( 4) 6930 

( 2)  4272 

尾道 2760 

中 ( 2) 2881- 2 

高松 4239

松山 525 ・1159 ・2159
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ｕ 精芭守 ｾｊ 二審ん ￭［ 号事殊会板

ト

)1-

トツ

ア

ン

ケ

オ

ヲ

ナ

一 .
巴: / ｾヘーー

ロ

フ

ン

ン

コ

オ

オ

オ

ビ

; ;  

ビ

:ノ

コE

二〆

ビ

オ

オ

オ

造

ビ

ピ

ビ

製

二

二

五

市

大 阪 市 東 区 北 浜 五 丁

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 一

名 古 屋 市 中 区 朝 日 町

其 の 他 支 底 出 張 所 全 国 主 要 都

二

回

ノ

丁

同

口底

社

庖

本

支

支

総 発 売 元

5  



テラコツタイル各種，モザイクタイル各種

日 本 陶 管

愛 知 県 刈 谷 市 刈 谷 駅 前

東 京 都 中 央 区 江 戸 橋 三 ノ 五

電 話 刈 谷 8 1  - 8 3  電 話 東 京 (27局) 1  9  4  4 ・1 9 4 5  

セ キ ス イ の 硬 質 塩 化 ピ ニ ノ レ

6  

住 宅 に 工 場 に 新 建 築 材 料

サ ド シ マ式

金 属 タイル

金 属 天 井

ヨ ド ウ オ ル
カ タ ロ グ 見 本 贈 呈

代理庖

株 式 会 社 佐 渡 島 英 禄 商 庖

大 阪 市 南 区 末 吉 橋 通 四 丁 目 新 橋 ピ ノレ

電 話 2 5 局 8 5  5  ｾ＠ 9・1 4  1  8  
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門だのも哉書在荷N -
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盈e > 謁1手品三五

ガラ' ホート

ボHT
l; 弘γ ド

討すFJ ル

白 爪 松 長 を 詫9

1i 績表同

リゲノイド床・床材料

製造 ・販売・施工

福 屋 工 業 株 式 会 社

- 吸音効果大 -J 燃えない ・美

燃 九 な い 建 築 資 材

アサヒ印耐 ｉｾ ［ｲＮＭド石膏ヲ ｬＪ ード

大 阪 耐 火 ボ ー ド 株 式 会35土

本 庖 大阪市西区南頻!i I 上過一丁目州一

電 話 新 / l IJ @l 3 4 2 6 - 7

F UT  A B A  Y A  D E C OR A  T OR S， L  T D.  

造 作 家 具

内外敷物織物設計施工

室 内 装 飾 ( 創業大正 7 年)

⑮二葉屋装備工業株式会社

司 11' " (元K K二楽屋)

取締役社長若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

( 天六電停商北 2 丁〉

電話・豊崎⑧332L - 3 ・3630

モデルルームへどうマ

すでも時代患をlこ校L ょうど努力 L います

担措置動週間;

工場末阪市住舌区西加賀屋町4丁目81 電話 住吉 ( 67) 5109
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焼 成 11五品
絶 対

廉 価

耐 火 ・ 断 熱 ・ 軽 量 ・ 保 温 ・ 保 冷

吸 音 ・ 防 音 ・ 結 露 防 止

日 宝 嵯 厄 株 式 会 祖 ③

T  E  L  (l:l l  1  (i 0 1 ・: ; 627 ・5 6 2 8
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肺

戸

恥

・7
一

語

一

川

帳

1

一訪

1

圃

園

田

・

一

回

周

初

特

別

一

軽

肉 Ｙｾ 式 ヌ 拘 イ ラ イ ト

40 年 の 技 術 と 経 験 は よ り 完 成 さ れ た 天 窓 装 置

ワ イ ヤ 波 型 硝 子 完 全 葺

肉例式ペシチレーター

ヨシ子=アヌ並に筒型 !21222

慧221A土52ゑ設計施工

優 秀 機 能 ヲ 誇 ル

岩 佐 式

R E司恋ヨE

ド1 ' - 。サッシェ。メ安Jif ラス

練式会事ま岩佐鍛工期

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 衆 二 丁 目 三 一 番 地

T E L 5定)IJ ( 4ワ) 代表4351・4352. 4355・0903・0904

最新 J 機械設備

最高/ 設計け支術、

不規 J 研究ト政良
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社式株業工板

圃

図

鋼

園

国

京東

、

〉〆ツサJ レチス

阪 支 庖

大 阪 市 北 区 絹 笠 l可 1 8 番地( 衆陪ピノレ三 階)

屯 話 北 @ 0 6 2 1 ・o 6 2 8  

大

アド)[， チス

本 社 及 工 場

東京都荒川区尾久田IJ (i ノ1. 000 電話荒川@ 8131- 4

P A T E NT S  ｎｵ ・ Ｔ Ｑ ＴｾＵＵ /0:414856 1¥0・:15:'i l H

I苫舗、倉庫、ガレージ等ニ最適デ ス 開閉ハ

片手ニテ軽ク繍ゲ降シ致シマス 価格ハ至領

低康デス 御一線係員参よ、カタログ進呈

戸 締 F 政 革

大 阪 府 営 課 宿 院 庖 舗 付 共 同 住 宅

l特許岩引イフイト 並ニl Yl J ! 十

ュj

ス チ ー ル シ ャ ッ タ ー :

円、主I i  ｲｾｾ＠
元 工 業 株 式 会 社

本社 大阪市東成区東今別町 4 の 柑

電 話 東 @ 8 8 7 0 ・9 3 5 0

. 庫 大飯市天王寺区立ケ芝町 5

官. ， 罰 天 £ 寺 ⑮ 6 9  8  0  

スチールサッシユ・ドアー・オペレータ - Jt 他修浬

，没 ;n

波

施 行

カヲロク 進 明

岩

@  

社
必恥

ｾ＠式株ト."，，; メセ国
星包

S 呈

町

京

苅 田

阪 ・東

岡 県

倉 ・大

福本 社

事 務 所
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陶管・ベンチレーター

室 主 三 幸 商

ヒ

大阪市北区曽根崎上ーノ 四一

電 話 大 阪 ⑧ 3 1  4  5  

ユ -

必』

::J3; 

鈴木式防火シヤタア

鈴木シヤタア工業株式会社大阪出張所

株式会社鈴木シヤタア商会

大阪市北区茶屋町三十三番地

電 話 豊 崎 ⑨98 ・5837 ・8729

各 種 銅 織 風 呂 釜 一 式

箱風呂・ボイラー・ガス風呂

大阪市浪速区元町一丁目七四二但シ脹橘電停前

田 申 属l 呂 発 売 デ 邑

電 話 戎 @5313 ・8 1 2 8

‘' ‘， .  .. 

。
‘ ・. .・

..、‘ ・・

. 、‘ v ・“

- ・・・.

日本楽器製高級合板

タ ム テ キ ス

ヤ八ズ・ヲヌ

目措置省建材部

神戸市生田区栄町通2 ノ39( 安田火災ピル)

電 話 神 戸 ① 0 5 9 1 - 3番
‘  

フローリンタ.

目玉孟l : I : I
吸音新製品 1 尺 X 8 尺 4 尺 X 8 尺

日 畠 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 川 区 生 江 H! J 2 丁目 40 証言f; @ 3355 ・3500

点以初中央区 U木綿蝋妓l I !r 1 の11 電話@J 5873 ・4091

製 造 元 名 古 屋 木 材 株 式 会 社
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金網入渡型動号Z【

規 格 巾 2 尺 4 寸 × 長谷 6 尺

( カタログ進呈 }

日 昌 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 旭 区 生 江 田J 2 丁 目 40 屯話@3 355 ・3500

東京都中央区白本絹燐妓| 町 1 の11 屯話ぬ58勺3 ・4091
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裂

旨

板

波

樹

化

寸
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A

1
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強

沢

大

維

山

川
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6

ポ

硝

三 三 N. G. C式

11  セ ル コ ン イ ン シ ュ ラ イ ト 断 熱 材 関 西 総 販 売 庖

メ タ リ ヤ ン ミ ツ シ ユ D. M 38 番 責 任 施 工

責 任 施 工 米 国 パ プ コ コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

;;フf; ユtt ; 内 外 工 業 株 式 会 社

脇 山 静 夫

アスフア J レトモ ルタ J レ床舗装工事 時

倍 区 畑 町 一 ノ 五

耐 酸 ア スフア J レ トモ J レタ J レ工 事 電 話 @ 3 4 3 4 - 6

大阪営* 所

本 社 東京都中央区銀座7 - 3 (朝

石

ウ オ 一
J レ

建物内外壁、天井 特 製 爆 突 周 バ ン ド 金 具 及 防 火 板

扉、プライ シ ド等
煙 突 周 石 綿 パ ッ キ ン グ

綿 防 音 板

石 鍋 原 料 及 石 綿 製 品 岩 繍 原 料

吸 音
及 岩 綿 製 品、 漫 育 用 再 生 石 繍

質
保 温、 耐 熱

農業 泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

ミ ル ボ ー ド 耐火、パ ッキング

呈カタログ

大阪市北区北同心町一丁目 1- 一括地の 九

電 話 細 川 (35) 3  4  4  2  

M.K. 国ヌ口、γ ク

製造販売 三国コンクリート工業株式会社

本社 大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 関J 5  0 電 話 ⑧9187 ・9188番

工場大 阪 市住 吉区 北 加賀 屋 ｕ ｉ ｊ Ｓ 丁 目 Ｓ ｾ 地屯 活か ＴＴＶ Ｔ ［ｴ
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式

式

ず

一両

高

ム

両

ドアーハンガー

オ ペ レ ー タ 一

重 量 戸 車

民話

株式会社

本社工 J，*}

ス チ ー ル サ ッ シ ュ

ス チ ー ル ド ア ー

スチールシャッター

三 高 製 作 所

大阪市東灰谷I1I Di. Tl l 二八 1Gj百" *⑧2969 ・0444

一 般 製 品 スチ ーノレ サ ッ シ ユ

スチーノレ シャツター

スチーノレ ド ア

独 特 製 品 汎建型上下げ窓

双脚 の四而 が僧 り合され自然 IL気密度が向 い。

神高型竪形と出し窓

両凶きや片日目きに代る堅牢で耐久な構造。

連動突出しと出し窓

と :11 し と上釣りと が完全 IL 平衡連絡され録作軽

快 、開閉確笑、体裁優秀な新型。

逓 増減 分 銅 付 き シ ャ ツ ター

大型 ν ヤツターも軽くは や く開閉出来る 。

新 規 製 品 普 及 型 上 吊 円 |遭い窓

質実堅牢で最も廉価 ・校舎宿舎などに最 適

合資会社汎建製作所

“ ORI MOT O"  DI AMOND T RUS S  

鉄材が少く てすみ錨工簡易な格納庫 ・エ111 ・体育館の建築には

ｐａｔｑ 武ヂベ ｊｾ

設計の御依頼に応じます ( 飽工は御自由です〉

カタログ及び殴昔十多考資事ヰ贈昼

考 察 織 本 建 築 段 計 計 算 事 務 所 阪 亮 織 本 特 殊 構 造 研 寛 所

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 奴 殻 町 3--.2 ( 水天宮交叉点角) T P L  (釘〉併43 ・7∞7 ・7062
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特 許 奥 山 式 雲 E達 綜 合 防 水 層

吋ｽて ｃＮｆＺｳｂ 歩ｾ
aト タ

カッ J'::' ーメッシュ

コーパータイト

製 鑓 元

耐 酸 耐 油 工 事

アスフアルト工事一般

奥山化工業様式曾祉

=  
三三三三カタログ本路名記入

三 三 塁 お 申 越 次 鋤 進 昼

銀座 ⑨ 2703 - 4・2370 ・40

強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・( 電灯線使用)

ン ク リ ー ト の 穿 孔 ， 削 切

目 組 し に 高 性 能 を 発 揮 し ま す 。

独乙ロパート・ボッシュ会社製

日 本 総 代 理 庖

22 峰 岸 商 庖

大阪出強所大阪市西区江戸期上通 1丁目 18務地

ｾ ＱＱ＠ i訊 土 佐 郷 ⑬ 2 1  8  1 番

西日本地区特約代理広

千 国 産 業 株 式 会 社

広島市千回町 1 丁 目602番地 電話南④2804番
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( 説明 i!?呈上〕

滑 り 止 ・ 軽 量 ・ 耐 火 ・ 防 蝕 の 特 質 が あ り

木， 鉄， コ ンクリ ートに 完全寄苦するマスチ ック ・フローリ

シグです

主なる用途 化学工場床・船舶甲板 ・プラ ッ トホーム ・廊下 ・そ

の他何れの床に も耐久性で調和のとれ た色彩に応じら・れ ます

耐 酸 化 学 工 業 株 式 会 社

大阪市北区高底PIJ80 電話大阪⑧0178 ・4161( 代)

⑪ 

全

園

総

代

理

浪速建枚工業株式曾純応

日

満

ゴ

ム

タ

イ

ル

責

任

施

工

く良〉浪建式一一1I 11" lI mml l l l l l .1IIIIセ

2  ス チ ー J レ サ ツ レ ユ ・ ト、、 ア 一 三

… ー ド レ ー タ ー 1

ー 製 造 販 売 ー

大正十四年

創 業

本社 ・工場 ・大阪市城東区野江中之町一丁 目九番地 電話城東⑧ 1171- - 3番

東京営業所・ 東京都中央区銀座東六丁目木挽館ピル六号館側号室 電話東京@4611

福岡営業所・ 福 岡 市 大 名 町 二 丁 目 9 8 電話 西 @ 4 9 4 8 番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電話 大 分 1 3 6 6 番
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セ〆ント防水有 ｉｊｉ 毒性鵜的 Ｗ ｪＨｾセ布く

ｊｉｓ 合格呂め ｾ� 使伺を ｊｖ

量 ＮｉｾＧｔｾ
防 水 割j ・ 会 給 制

セ〆ント・る灰・フラズター ω 着包剤 ｉｾｾ 連鉱物 ｴｴｩＮ 絶対本笈、 ･

チ z リーカヲー

セ〆〉トの( アク) イ. f . t p回りの場合 I ま

シレケレセメントア似 ｾ￸ｾｾｐ 健闘を

水溶性拐殊捷着剤むシケシ糊・桜印酸化黄・

ラスヒゲ3 ・末広布漣・其イ世特殊材料発売元

(主l録御通知次第御送附致ぅマス)

株 式 舎 社 新 興 建 枚 エ 業 所

大阪市西区目、ソ橋. . 電話新聞 ( 53) 1988・9720 香

玉場大阪市住吉区東長居間36 ・電話イ主告 ( 67) 212 番
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